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天神橋商店街を一斉にスタート

■ 

今
月
の
主
な
内
容

C
o
n
te
n
ts 334561016

市
民
憲
章
記
念
碑
設
置

市
民
病
院
耐
震
工
事
完
了

中
村
ま
ち
バ
ス
が
も
っ
と
便
利
に
　

木
造
住
宅
耐
震
相
談
会

市
指
定
ご
み
袋
が
変
わ
り
ま
す

中
村
の
百
年
写
真
展
　

小
中
学
校
の
入
学
式

▼▼▼▼▼▼▼

　

小
京
都
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝

　

１
月
28
日
（
土
）
、
小
京
都
中
村
の
中
心
市

街
地
を
駆
け
抜
け
る
「
小
京
都
四
万
十
ジ
ュ

ニ
ア
駅
伝
大
会
」
が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
と
地
域
の

人
々
と
の
交
流
に
よ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
ほ
か
土
佐
清
水
市
や
黒
潮
町
の

小
学
生
２
１
４
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
（
男
子

17
、女
子
15
チ
ー
ム
）。

　

天
神
橋
商
店
街
を
発
着
点
に
碁
盤
目
状

の
ま
ち
な
か
を
周
回
す
る
５
区
間
、
５
・
４

キ
ロ
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

沿
道
に
は
保
護
者
や
友
人
ら
多
く
の
観

衆
が
詰
め
か
け
、
ま
ち
な
か
は
大
い
に
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



　「四万十うまいちやフェスタ」は、四万十の食を通じた地域おこしを目的とし
て開催するもので、地域の伝統料理や定番メニューの掘り起し、また独自のア
イデアによる新しいメニューの開発等につなげ、市民をはじめ観光客への定
着・浸透をめざしています。
　中村料理飲食店組合や地元料理研究グループの方たちの自慢の逸品をぜひ
試食してください。

●時　間　11時～（受付：10時30分開始）
　※受付で食券、アンケート用紙を配布します。アンケートは必ずご記入ください。
●定　員　先着７００人（中学生以上）
　※事前公募はしていません。定員になり次第締め切りとさせていただきます。
　　また小学生以下は同伴の人と一緒に試食してください。
●参加料　無料

　3月10日（土）から開催中の「菜の花の宴」。
さまざまな催しを用意して、皆さまをお待ち
しております。ぜひ、ご来場ください。

※3月10日、11日の日程については広報2月号に掲載しています。

●開催場所　入田ヤナギ林

～四万十川花絵巻～

菜の花の巻
～四万十川花絵巻～

菜の花の巻
～四万十川花絵巻～

菜の花の巻
菜の花コンサート
11時～12時　西中学校吹奏楽部
13時～14時　中村中学校吹奏楽部

３

（土）
17

３

（土）
24

菜の花茶屋めし
●時　間　お昼時
中村料理飲食店組合のおいしい料理が大集合

３

（土）
17

（日）
18

菜の花“夢灯り”の小径
●時　間　18時30分～21時
菜の花提灯の無料貸し出しを行います

３

（土）
17

（火・祝）
20

菜の花ご当地 入田物産展
●時　間　10時～15時
入田地域で採れた新鮮野菜など販売

熱気球係留飛行
●時　間　6時30分～9時30分（受付：6時10分開始）
●定　員　先着100人程度／１回約５分（乗降含む）
●料　金　大人1,900円　小学生1,400円　未就学児500円
※小学生以下は大人の同乗が必要　
※雨天強風等気象状況により中止になることがあります

【うまいちやフェスタについての問い合わせ先】(市)商工課 ☎(34)1126
【その他のイベントについての問い合わせ先】　(市)観光課 ☎(34)1783  (社)四万十市観光協会 ☎(35)4171

前大会会場の天神橋アーケード内

～

３

（土） （日）
17 25～

3/17(土)～20(火・祝)

3/24(土)、25(日)、31(土)

4/1(日)、7(土)、8(日)

＊写真はイメージです

第2回 四万十うまいちやフェスタ
注：雨天時は中村天神橋アーケード内での開催となります。

桜づつみ公園

トンボ
自然公園 四万十川

キャンプ場
四万十川
キャンプ場

四万十
市役所●
四万十
市役所●

●
安並
運動公園

至宿毛市 至足摺岬

至高知市

至大用

具同

中
村

入田
為松
公園
為松
公園

四
万
十
川

入
田
ヤ
ナ
ギ
林

4日間

9日間
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市
で
は
、
平
成
17
年
10
月
に｢

四
万
十

市
民
憲
章｣

を
制
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
理
念
を
広
く
市
民
に
周
知
す
る
と
と

も
に
後
世
に
継
承
す
る
た
め
、
こ
の
た

び
、駐
車
場
東
側
の
庭
園
に
記
念
碑
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
市
民
憲
章
は
、市
民
一
人
ひ
と
り

が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、そ
の
果
た

す
べ
き
責
任
を
自
覚
し
日
常
生
活
の
指

針
と
す
る
も
の
で
、市
民
の
理
想
と
す
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
目

標
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
憲
章
の
趣
旨
に

沿
い
、よ
り
平
和
に
豊
か
で
健
康
な
市
民

生
活
の
実
現
の
た
め
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

四
万
十
市
民
憲
章

　

日
本
一
の
清
流
四
万
十
川
の
美
し
い
自

然
と
、
先
人
の
残
し
た
誇
り
高
き
文
化
を

継
承
す
る
四
万
十
市
は
、
四
国
西
南
地
域

の
拠
点
都
市
と
し
て
栄
え
て
い
ま
す
。
わ

た
し
た
ち
は
、
四
万
十
市
民
で
あ
る
誇
り

と
責
任
を
自
覚
し
、よ
り
平
和
に
、豊
か
で

健
康
な
市
民
生
活
を
目
指
し
、
こ
こ
に
市

民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
　

四
万
十
川
の
美
し
い
流
れ
を
守
り
ま

　
　

し
ょ
う
。

一
　

人
間
の
尊
さ
を
知
り
、
社
会
の
き
ま

　
　

り
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

一
　

青
少
年
に
希
望
の
持
て
る
、豊
か
で
、

　
　

活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ

　
　

う
。

一
　

い
た
わ
り
の
心
を
ひ
ろ
げ
、
あ
た
た

　
　

か
い
郷
土
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
　

教
養
を
高
め
、
か
お
り
あ
る
文
化
の

　
　

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

平
成
十
七
年
十
月
一
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）環
境
生
活
課 

市
民
生
活
係

　
　
　
　
　

 

☎（
３
５
）４
１
４
７

四
万
十
市
民
憲
章
記
念
碑
設
置

四
万
十
市
民
憲
章
記
念
碑
設
置

四
万
十
市
民
憲
章
記
念
碑
設
置

四
万
十
市
民
憲
章
記
念
碑
設
置

　

地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
役
割
を
果
た
す
た
め

に
は
、災
害
に
備
え
た
体
制
や
設
備
が
必
要
で
す
。

　

市
民
病
院
で
は
、
大
地
震
な
ど
の
災
害
に
も
耐

え
ら
れ
る
安
心
・
安
全
な
建
物
を
確
保
し
地
域
の

医
療
拠
点
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
昨
年
度
末

よ
り
建
物
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
２
月
末
を
も
っ
て
全
館
完
成
と
な

り
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
、患
者
さ
ま
、近
隣
地
区
を
は
じ

め
、多
数
の
皆
さ
ん
に
ご
不
便
、ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
命
と
健
康
を
守
り
、

災
害
に
も
対
応
で
き
る
病
院
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

市
民
病
院
　

☎（
３
４
）２
１
２
６

市
民
病
院
の
耐
震
補
強
工
事
が
終
了

市
民
病
院
の
耐
震
補
強
工
事
が
終
了

市
民
病
院
の
耐
震
補
強
工
事
が
終
了

市
民
病
院
の
耐
震
補
強
工
事
が
終
了

1階フロアの内科外来や検査室を拡張。とくに内科外来
の待合室はゆったりした空間に一新されています。

内科外来待合室

病棟耐震ブレース 外壁も補修し、きれいになりました。

平
成
24
年
3
月
号
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中
村
ま
ち
バ
ス
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
運
行
エ
リ

ア
の
拡
大
、
バ
ス
停
の
追
加
、
車
両
の
小
型
化
を
行
い
ま

す
。

　

中
村
ま
ち
バ
ス
の
乗
降
は
、
決
め
ら
れ
た
バ
ス
停
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
主
に
バ
ス
停
の
少
な
か
っ
た
具
同
地

区
に
バ
ス
停
を
追
加
し
利
用
し
や
す
く
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、１
便
で
の
利
用
人
数
は
少
人
数
で
あ
る
た
め
、車

両
を
小
型
化
し
、乗
り
降
り
し
や
す
く
、経
済
的
で
環
境
に

も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
中
村
ま
ち
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

※
車
両
の
小
型
化
に
つ
い
て
は
、
車
両
の
生
産
の
都
合
上

　

３
月
17
日
よ
り
遅
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

　

承
く
だ
さ
い
。

●
エ
リ
ア
拡
大
等
の
運
行
開
始
日

　

３
月
17
日（
土
）〜

●
運
行
日
お
よ
び
時
間

　

毎
日 

８
時
30
分
〜
11
時

 

　
　
　

12
時
〜
14
時
30
分

 

　
　
　

16
時
〜
18
時

●
運
行
区
域

　

中
村
市
街
地
、具
同
地
区
、東
山
地
区
の
一
部

　

（
下
図
参
照
）

　

乗
降
は
、運
行
区
域
の
バ
ス
停
と
な
り
ま
す
。

　

※
乗
降
す
る
バ
ス
停
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
予
約
時
に

　
　

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
中
村
ま
ち
バ
ス
の
乗
り
方

　

中
村
ま
ち
バ
ス
は
、
予
約
運
行
型
（
デ
マ
ン
ド
型
）
の
バ

　

ス
で
す
。利
用
し
た
い
時
は
、中
村
ま
ち
バ
ス
セ
ン
タ
ー

　

に
電
話
で
予
約
を
し
て
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

※
予
約
が
混
み
あ
っ
て
い
る
場
合
は
、
受
け
付
け
で
き

　
　

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
予
約
時
間
お
よ
び
予
約
先

　

予
約
時
間
　

毎
日
　

８
時
30
分
〜
18
時

　

※
17
時
30
分
を
超
え
て
の
予
約
は
、
バ
ス
が
走
行
し
て

　
　

い
る
場
所
に
よ
っ
て
は
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

　
　

ま
す
の
で
、余
裕
を
も
っ
て
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

予
約
先
　

中
村
ま
ち
バ
ス
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
２
６
９

　

運
行
事
業
者
　

高
知
西
南
交
通
株
式
会
社

　

市
で
運
行
し
て
い
る「
有
岡
線
」お
よ
び「
江
ノ
村
・
森
沢

線
」に
つ
い
て
、市
役
所
玄
関
前
に
乗
入
れ
る
よ
う
運
行
ル
ー

ト
を
変
更
す
る
た
め
、運
行
時
間
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
運
賃
を
現
在
の
10
円
刻
み
料
金
か
ら
１
０
０
円

刻
み
料
金
に
変
更
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
時
刻
表
お
よ
び
料

金
表
は
、有
岡
線
お
よ
び
江
ノ
村
・
森
沢
線
の
運
行
車
両
内

で
利
用
者
に
配
付
す
る
予
定
で
す
）

●
運
行
ル
ー
ト
お
よ
び
運
行
時
間
の
変
更
予
定
日
　

　

３
月
17
日（
土
）か
ら

●
運
賃
の
変
更
予
定
日
　

４
月
２
日（
月
）か
ら

中
村
ま
ち
バ
ス
が

　

も
っ
と
便
利
に

中
村
ま
ち
バ
ス
が

　

も
っ
と
便
利
に

中
村
ま
ち
バ
ス
が

　

も
っ
と
便
利
に

中
村
ま
ち
バ
ス
が

　

も
っ
と
便
利
に

市
営
路
線
バ
ス
の
変
更

市
営
路
線
バ
ス
の
変
更

市
営
路
線
バ
ス
の
変
更

市
営
路
線
バ
ス
の
変
更

【問い合わせ先】（市）企画広報課 企画調整係 ☎（３４）１１２９

麻生

秋田

秋田天満宮

大柳
曽我の下

団地入口

運行拡大エリア

－凡例－

運行路線

追加する
バス停

※中村市街地等の詳細なバ
ス停は、高知西南交通株式
会社☎(34) 1266 にご確認
ください。 市役所玄関前

マルナカ

トンボ郵便局

【追加バス停】
市役所玄関前、具同トンボ郵便局前、具同マルナカ前

安並～麻生間（団地入口、曽我の下、大柳、秋田天満宮、秋田、麻生）
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被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判

定
と
は
、地
震
で
被
災
し
た
建
物

に
つ
い
て
、余
震
で
倒
壊
す
る
な

ど
の
危
険
性
を
判
定
し
て
表
示

す
る
も
の
で
す
。国
や
地
方
公
共

団
体
、建
築
関
係
団
体
な
ど
が
連

携
し
、被
災
地
域
に
判
定
士
を
派

遣
し
て
行
い
ま
す
。

　

地
震
が
発
生
し
た
際
に
は
、被

災
者
が
そ
の
ま
ま
家
に
い
て
い

い
の
か
、避
難
所
に
避
難
し
た
ほ

う
が
い
い
の
か
な
ど
を
判
断
す

る
た
め
に
、救
命
、救
急
、消
防
活

動
と
並
行
し
て
で
き
る
だ
け
速

や
か
に
応
急
危
険
度
判
定
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、地
震
発
生
後
の
建
物
の
判
定
に
は
建
物
の
復
旧
対
策
を

検
討
す
る
目
的
の
も
の（
被
災
度
区
分
判
定
）や
、「
り
災
証
明
書
」

を
発
行
す
る
目
的
の
も
の（
住
家
被
害
認
定
）な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、建
物
と
同
様
に
、造
成
さ
れ
た
宅
地
に
対
し
て
危
険
度

を
判
定
す
る
も
の(

被
災
宅
地
危
険
度
判
定)

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、判
定
の
た
め
の
調
査

の
際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
県
）土
木
部
建
築
指
導
課 

指
導
担
当
　

0
０
８
８(

８
２
３)

９
８
９
１

ご
存
知
で
す
か
？

被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定

木

造

住

宅

耐

震

相

談

会

　

左
記
に
該
当
す

る
人
で
、耐
震
診
断

や
改
修
工
事
等
を

お
考
え
の
人
を
対

象
に
、市
内
で
耐
震

診
断
の
資
格
を
有

す
る
診
断
士
が
、耐

震
改
修
の
内
容
に

つ
い
て
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

住
宅
耐
震
化
の

た
め
の
補
助
金
に
つ
い
て
も
ご
説
明
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

３
月
18
日（
日
）

11
時
〜
15
時

場
　

所
　

市
役
所 

本
庁 

1
階
ロ
ビ
ー

対
象
者
　

昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
着
工
さ
れ
た

市
内
の
木
造
住
宅
に
お
住
ま
い
の
人
、ま

た
は
、す
で
に
市
内
に
あ
る
住
宅
の
耐
震

診
断
を
受
け
た
人

※
耐
震
診
断
を
受
け
た
人
は
診
断
書
を
、
受
け
て
い

な
い
人
は
設
計
図
な
ど
の
家
の
間
取
り
が
分
か
る

資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

主
　

催
　

四
万
十
耐
震
住
宅
研
究
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）総
務
課 

防
災
対
策
係
　

0（
３
５
）２
０
４
４

（赤）危険　
この建物に立ち入ることは
危険です

（黄）要注意　
この建物に立ち入る場合は
十分に注意してください

（緑）調査済　
この建物は使用可能です

判定結果は３種類のステッカー（A３サイズ）を建物の出入り口などに貼り付けて表示します

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事

業（
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
）を
活
用
し
、下
田
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
（
代
表 : 

坂
純
治
下
田
分
団
長
）が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
テ
ン

ト
な
ど
、
防
災
訓
練

や
防
災
学
習
で
使
用

す
る
資
機
材
を
購
入

し
ま
し
た
。

　

昨
年
発
足
し
た
下

田
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

で
は
こ
れ
ら
の
資
機

材
を
活
用
し
て
地
域

の
安
全
・
安
心
に
つ

な
が
る
活
動
に
役
立

て
て
い
く
予
定
で
す
。

宝
く
じ
助
成
事
業
で
防
災
資
機
材
を
購
入

　

こ
の
事
業
は
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
、
将
来
の
地
域
防

災
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
を
有
す
る
市
町

村
に
対
し
、
宝
く
じ
普
及
広
報
事

業
費
を
助
成
金
と
し
て
交
付
し
た

財
源
を
活
用
し
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

四
万
十
消
防
署
　

0（
３
４
）５
８
８
１

平
成
24
年
3
月
号

5



　

ご
み
袋
の
形
状
を「
レ
ジ
袋
型
」に
す
る
こ
と
で
、ご
み
袋
の
口

を
簡
単
に
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、市
民
の
利
便
性
や
収
集
の
効
率
化
、安
全
性
を
考
慮

し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、ご
み
袋
代
を
ご
み
処
理
手
数
料
と
し
て
徴
収
し
て
い
る

関
係
上
、１
袋
あ
た
り
の
ご
み
の
容
量
に
つ
い
て
、世
帯
ご
と
に

差
が
で
き
な
い
よ
う
に
な
り
、皆
さ
ん
が
負
担
す
る
ご
み
処
理
手

数
料
に
不
平
等
が
生
じ
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
ご
み
袋
に
は
取
っ
手
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
み
を
出
す

際
に
は
、必
ず
袋
の
口
の
取
っ
手
部
分
を
し
っ
か
り
結
ん
で
出
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、し
っ
か
り
結
ん
で
い
な
い
ご
み
袋
は
ル
ー
ル
違
反
と
し

て
回
収
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

長
方
形
型
か
ら
レ
ジ
袋
型
へ 

市
指
定
ご
み
袋
が
変
わ
り
ま
す

ご
み
袋
の
口
が
結
び
や
す
く
な
り
ま
す
　

４
月
10
日
の「
四
万
十
の
日
」に
併
せ
て
実
施
す
る
四
万
十
川

市
民
一
斉
清
掃
は
、
四
万
十
川
流
域
５
市
町
（
檮
原
町
、
津
野
町
、

中
土
佐
町
、四
万
十
町
、四
万
十
市
）が
協
力
し
て
一
斉
に
行
う
河

川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
で
す
。

　

四
万
十
川
の
映
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　

時
　

４
月 

８
日（
日
）
　

８
時
〜
９
時
　
　

　
　
　
　

※
雨
天
中
止
、小
雨
決
行

集
合
場
所

●
中
村
地
域

①
久
保
川
休
憩
所（
久
保
川
ト
ン
ネ
ル
下
流
側
） 

②
勝
間（
鵜
ノ
江
）沈
下
橋 

③
高
瀬
沈
下
橋  

④
佐
田
沈
下
橋  

⑤
佐
田
休
憩
所  

⑥
渡
川
緑
地（
赤
鉄
橋

具
同
側
） 

⑦
四
万
十
川
お
祭
り
広
場（
赤
鉄
橋
中
村
側
） 

⑧
四
万
十
川
記
念
公

園（
山
路「
四
万
十
屋
」北
国
交
省
用
地
） 

⑨
四
万
十
大
橋（
鍋
島
ボ
ー
ト
競
技

上
跡
） 

⑩
佐
岡
橋（
後
川
右
岸
中
村
側
）

●
西
土
佐
地
域

　

①
西
土
佐
消
防
分
署
前
駐
車
場 

②
岩
間
沈
下
橋 

③
南
津
地
区
保
健
福
祉
サ

テ
ラ
イ
ト
前

収
集
物  

　

ビ
ン
・
カ
ン
類
、ビ
ニ
ー
ル
類
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、紙
類
等

　

※
収
集
す
る
も
の
は
、配
布
す
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
る
も
の

　

と
し
、処
理
困
難
物（
タ
イ
ヤ
、テ
レ
ビ
な
ど
市
で
は
処
理

　

で
き
な
い
ご
み
）は
対
象
外
と
し
ま
す
。

　

※
軍
手
、ゴ
ミ
袋
は
各
集
合
場
所
で
配
布
し
ま
す
。

主
　

催
　

　

四
万
十
の
日
実
行
委
員
会
、四
万
十
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
、

四
万
十
市 

共
　

催

　

国
土
交
通
省
中
村
河
川
国
道
事
務
所
、高
知
県
幡
多
土
木
事
務
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）観
光
課 

四
万
十
川
対
策
係
　

☎（
３
４
）１
１
７
０

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課
　
　
　
　
　

 　

☎（
５
２
）１
１
１
１

み
ん
な
の
力
で
美
し
く
！

　

四
万
十
川
市
民
一
斉
清
掃

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）環
境
生
活
課 

環
境
係
　

0（
３
４
）６
１
２
６

① ごみをできるだけ減らす（リデュース）
② 物をできるだけ繰り返し使う（リユース）
③ ごみを資源として再び利用する（リサイクル）

３Ｒでごみ減量！！！！！！

○
４
月
を
め
ど
に
、現
在
の
ご
み
袋
の
在
庫
が

な
く
な
り
次
第
切
り
替
わ
り
ま
す
。

○
現
在
の
ご
み
袋
も
新
し
い
ご
み
袋
も
両
方
使

用
で
き
ま
す
。

○
新
し
い
ご
み
袋
の
値
段
は
、現
在
の
ご
み
袋

の
値
段
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

××

新しいごみ袋

家庭ごみ収集袋

四万十市

現在のごみ袋

家庭ごみ収集袋

四万十市

ごみ袋の口を
ガムテープなどで
止めないでください

平
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税
務
証
明
・
閲
覧
等
に
は

　

本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す

4
月
よ
り

税
務
証
明
・
閲
覧
等
に
は

　

本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す

4
月
よ
り

税
務
証
明
・
閲
覧
等
に
は

　

本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す

4
月
よ
り

　

税
務
課
で
は
、皆
さ
ま
の
大
切
な
個
人
情
報
を
守

る
た
め
、４
月
か
ら
窓
口
に
て
、原
則
、官
公
庁
発
行

の
写
真
付
証
明
書
で
ご
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

窓
口
に
お
越
し
の
際
に
は
、次
の
も
の
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
の
例
》

■
官
公
庁
発
行
の
顔
写
真
付
き
証
明

　

（
有
効
期
限
内
の
も
の
）

　

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民
基
本
台
帳

　

カ
ー
ド
、
外
国
人
登
録
証
明
書
、
身
体
障
害
者
手

　

帳
、
海
技
免
状
、
猟
銃
・
空
気
銃
所
持
免
許
証
、
検

　

定
合
格
証
、そ
の
他
官
公
庁
が
発
行
し
た
免
許
証

　

ま
た
は
資
格
証
明
書
　

な
ど

■
右
の
証
明
す
る
も
の
が
な
い
場
合

　

（
２
つ
以
上
の
確
認
が
必
要
な
も
の
）

　

健
康
保
険
証
、
年
金
証
書
、
年
金
手
帳
、
診
察
券
、

　

納
税
通
知
書
、
預
貯
金
通
帳
、
公
共
料
金
領
収
書

　

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）税
務
課 

収
納
係

　
　

☎（
３
５
）５
５
５
２（
直
通
）

　

（
総
合
支
所
）住
民
課 

税
務
係

　
　

☎（
５
２
）１
１
１
１（
代
表
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
の
軽
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転

車
、
小
型
特
殊
自
動
車
の
所
有
者

に
、
そ
の
車
の
定
置
場
が
あ
る
市

町
村
で
課
税
さ
れ
ま
す
。
４
月
１

日
現
在
に
所
有
し
て
い
れ
ば
、
４

月
２
日
以
降
に
廃
車
、
譲
渡
し
て

も
そ
の
年
度
の
軽
自
動
車
税
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
所
有
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、
速
や
か
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。 

■
対
　

象

・
転
出
ま
た
は
転
入
し
た

・
車
両
の
盗
難
に
あ
っ
た 

・
車
両
を
譲
渡
し
た
が
、名
義
を
変

　

更
し
て
い
な
い 

・
所
有
者
が
死
亡
さ
れ
た
ご
家
族

・
故
障
な
ど
で
、車
両
を
使
用
し
な

　

い
ま
ま
放
置
し
て
い
る
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

(

本
　
　

庁)

税
務
課 

市
民
税
係

　

☎(

３
４)

１
１
１
２(

直
通)

(

総
合
支
所)

住
民
課 

税
務
係
　

　

☎(

５
２)

１
１
１
１(

代
表)

車  　種 届  　出  　先 届 　出 　に 　必 　要 　な 　も 　の

原動機付自転車
(～125cc)

小型特殊自動車
農耕用車両

軽二輪
(126cc～250cc)
軽自動車(四輪)

二輪小型自動車
(250cc超～)

(本庁)税務課市民税係
(総合支所)住民課税務係

高知県軽自動車協会
高知市長浜3106番3
☎ 088(842)4311

高知運輸支局
高知市大津乙1879－1
☎ 050(5540)2077

新規登録

廃 車

名義変更

盗 難

・印鑑 ・車体番号(車名)

・印鑑 ・ナンバープレート

・新旧所有者の印鑑

・印鑑 ・警察への盗難受理番号

廃 車 ・印鑑 ・検査証(届出済証)・ナンバープレート ・自賠責保険証

・住民票(発行されて3ヶ月以内のもの) ・印鑑

・検査証(届出済証) ・自賠責保険証

・新旧所有者の印鑑 ・新所有者の住民票(発行されて3ヶ

月以内のもの) ・検査証(届出済証) ・自賠責保険証
名義変更

住所変更

軽
自
動
車
、原
動
機
付
自
転
車
の

廃
車
、名
義
変
更
の
手
続
き
は
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い

軽
自
動
車
、原
動
機
付
自
転
車
の

廃
車
、名
義
変
更
の
手
続
き
は
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い

税務課からのお知らせ

1月17日
19日
30日

　〃
2月 1日

7日
8日

　〃

愛媛県愛南町
大阪府岸和田市議会
愛媛県愛南町　
高知県議会
長野県千曲市議会
埼玉県羽生市議会
熊本県天草市議会
兵庫県川西市議会

副町長、職員5名
議員5名
新庁舎建設検討懇話会委員17名、職員2名
議員11名、随行2名
議員8名、随行2名
議員3名
議員5名
議員4名

庁舎建設について
津波避難タワーについて
庁舎建設について
四万十市の南海地震対策について
新庁舎建設についての調査及び見学
中村まちバスについて
庁舎建設について
四万十市トンボ自然公園について

日　程 視察団体名 人　　数 視察内容

■本市への行政視察（1月～2月）

【問い合わせ先】（市）議会事務局 ☎（34）5071　（市）総務課 行政管理係 ☎（34）1804
平
成
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年
3
月
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平
成
24
年
度
か
ら
、青
年
就
農
給
付
金（
開
始
型
）の
交
付
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、就
農
時
点
の
年
齢
が
45
歳
未
満
で
、独
立
・
自
営
就
農（
親
元
就
農
し
て
か

ら
経
営
継
承
す
る
場
合
、部
門
経
営
を
行
っ
て
い
る
場
合
も
含
む
）し
て
か
ら
５
年
以

内
の
人
に
対
し
、地
域
で
合
意
形
成
を
行
っ
た
上
で
、年
間
１
５
０
万
円
の
給
付
金
を

交
付
す
る
事
業
で
す
。

　

以
上
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、給
付
金
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
給
付
金
の
交
付
に
あ
た
り
、左
記
の
日
程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、市

内
で
耕
作
し
て
い
る
就
農
者
で
給
付
金
の
対
象
と
な
る
見
込
み
の
あ
る
人
は
必
ず
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
中
村
地
域

日
　

時
　

３
月
21
日（
水
）
　

19
時
〜

場
　

所
　

市
役
所 

３
階
会
議
室
３
０
３
〜
３
０
５

■
西
土
佐
地
域

日
　

時
　

３
月
23
日（
金
）
　

19
時
〜

場
　

所
　

西
土
佐
総
合
支
所 

２
階
大
会
議
室

　

な
お
、説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
人
で
、給
付
金
の
対
象
者
で
あ
る
か
ど
う
か
不
明

な
人
は
、３
月
30
日（
金
）ま
で
に
、担
当
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

説
明
会
に
参
加
さ
れ
な
い
、ま
た
は
締
め
切
り
ま
で
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
ず
、市
の

方
で
対
象
者
と
し
て
把
握
で
き
な
い
場
合
は
、平
成
24
年
度
の
給
付
金
が
交
付
さ
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先（
担
当
窓
口
）】

中
村
地
域
で
耕
作
し
て
い
る
人
　

（
本
　
　

庁
）農
業
課
　
　
　

0（
３
４
）１
１
１
７

西
土
佐
地
域
で
耕
作
し
て
い
る
人（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課
　

0（
５
２
）１
１
１
１

　

青

年

就

農

給

付

金

対

象

者

説

明

会

　

平
成
24
年
度
の
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

の
受
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。（
4
月
下
旬
〜
6
月

下
旬
）

■
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
と
は

　

販
売
価
格
が
生
産
費
を
恒
常
的
に
下
回
っ
て

い
る
作
物
を
対
象
に
、
そ
の
差
額
を
交
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
農
業
経
営
の
安
定
と
国
内
生
産

力
の
確
保
を
図
る
も
の
で
す
。
交
付
金
は
作
付

面
積
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

■
対
象
者
お
よ
び
主
な
対
象
作
物

●
生
産
数
量
目
標
の
範
囲
内
で
主
食
用
米
を
生

産
販
売
す
る
農
業
者

●
水
田
で
飼
料
用
米
、米
粉
用
米
、地
域
の
振
興

作
物
等
を
生
産
販
売
す
る
農
業
者

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
国
四
国
農
政
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
地
域
セ
ン
タ
ー
（
高
知
市
本
町
4-

3-

41
） 

　

0
0
8
8(

8
7
5)

2
1
5
1

(

本
　
　

庁)

農
業
課 

農
業
振
興
係 

　

0（
3
4)

1
1
1
7 

(

総
合
支
所)

産
業
建
設
課  

　
　
　

　

0（
5
2)

1
1
1
1

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

　

農
地
に
関
す
る
所
有
権
の
移
転
・
貸
借
に
は
農
地

法
第
３
条
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。ま
た
、農
地
の
転

用
（
宅
地
化
な
ど
）
に
つ
い
て
は
農
地
法
第
４
条
・
５

条
申
請
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
申
請
の
締
切
日
と
農
業
委
員
会
定
例
会

開
催
予
定
日
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

（
市
）農
業
委
員
会
事
務
局
　

0(

３
４
）１
５
２
１

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

h
ttp：

/
/
w
w
w
.c
ity
.s
h
im
a
n
to
.jp
/
g
y
o
s
e
i/

n
o
u
g
y
o
u
/
in
d
e
x
.h
tm
l

農
地
の
移
転
や
転
用
等
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す

定例会開催予定日

4月5日（木）

5月7日（月）

6月6日（水）

7月5日（木）

8月6日（月）

9月6日（木）

10月5日（金）

11月6日（火）

11月29日（木）

25年1月7日（月）

25年2月6日（水）

25年3月7日（木）

申請締切日

3月21日(水)

4月20日(金)

5月21日(月)

6月20日(水)

7月20日(金)

8月20日(月)

9月20日(木)

10月22日(月)

11月15日(木)

12月20日(木)

25年1月21日(月)

25年2月20日(水)

（定例会は傍聴できます）
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◎
投
票
の
で
き
る
人

　

平
成
23
年
3
月
31
日
確
定
の
農
業
委
員
会
委
員
選

　

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
が
対
象
に
な
り

　

ま
す
。

◎
期
日
前（
不
在
者
）投
票

　

■
四
万
十
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所

　
　

4
階
）、西
土
佐
総
合
支
所
1
階
で
行
う
こ
と
が

　
　

で
き
ま
す
。（
3
月
19
日
か
ら
24
日
ま
で
、
8
時

　
　

30
分
〜
20
時
）

　

■
不
在
者
投
票
期
間
に
市
外
に
滞
在
し
て
市
外
の

　

市
町
村
選
管
で
投
票
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

　

合
、市
選
管
に
対
し
て
早
め
に
投
票
用
紙
等
の
請

　

求
は
で
き
ま
す
が
、市
選
管
が
投
票
用
紙
等
を
発

　

送
す
る
日
は
3
月
16
日
か
ら
で
す
。

◎
入
場
券

　

投
票
所
入
場
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
期
日
前
投
票

　

所
、当
日
の
投
票
所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。入
場

　

券
を
紛
失
ま
た
は
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
、
名

　

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、入
場
券
が

　

な
く
て
も
投
票
で
き
ま
す
。

◆
不
明
な
点
は
四
万
十
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

お
よ
び
西
土
佐
総
合
支
所
地
域
企
画
課
へ
お
た
ず

　

ね
く
だ
さ
い
。

　
　

（
本
庁
）選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　

　
　

☎（
3
4
）1
7
8
4（
直
）

　
　

(

総
合
支
所)

地
域
企
画
課

　
　

☎（
5
2
）1
1
1
1(

代)

　

◎
投
票
所
お
よ
び
投
票
時
間
の
変
更

　

名
簿
登
録
人
数
等
の
関
係
で
投
票
所
が
変
更
に
な

　

り
ま
し
た
。
ま
た
、
投
票
所
閉
鎖
時
間
も
変
更
に

　

な
っ
て
い
ま
す
。
投
票
所
お
よ
び
投
票
時
間
一
覧

　

表
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

投　票　区　の　区　域　
中村大橋通1～7丁目、中村百笑町、カツラ山団地、
中村山手通、中村東下町、中村弥生町、中村四万十町、
中村羽生小路、中村栄町、中村天神橋、中村岩崎町、
右山元町1～3丁目、右山五月町、右山天神町、駅前町、
右山、不破、不破上町、角崎、緑ヶ丘団地、中村新町1～5丁目、
中村京町1～5丁目、中村一条通1～5丁目、中村於東町、
中村東町1～3丁目、中村丸の内、中村桜町、
中村本町1～5丁目、中村上小姓町、中村小姓町、
中村愛宕町、大用寺、丸の内ハイランド、右山白藤園
安並、安並団地、佐岡、佐岡団地、秋田、秋森、麻生、古津賀、
古津賀第1団地、同第2団地、沢、橋の内、雅ヶ丘団地、
古津賀1～4丁目
井沢、井沢団地、竹島、双海、平野、鍋島、馬越、松ノ山、下田、
串江、水戸東・西
上分、下分、内川、藤、伊才原
上古尾、下古尾、竹屋敷、大用、大西ノ川、小西ノ川、住次郎、
片魚、大屋敷、常六、三ツ又
利岡、若藤、岩田、板ノ川、口鴨川、佐田、中鴨川、奥鴨川、敷地、
田野川甲・乙
名鹿、坂本、山路上・下、実崎、深木、間崎、津蔵渕、初崎
中組、馬越、自由ケ丘、相ノ沢団地、西組、赤松町、出来島、
渡川病院、田黒、具同田黒1～3丁目、入田上・下、渡川、
渡川1～3丁目
森沢、楠島、国見、荒川、間、江ノ村、西ノ谷
上ノ土居、磯ノ川、生ノ川、有岡、有岡団地、九樹、横瀬
手洗川、川登、田出ノ川、高瀬、楠、三里、鵜ノ江、勝間、勝間川、
久保川
黒尊、奥屋内上、奥屋内下
玖木、口屋内
中半、岩間、茅生
藤ノ川
橘、津野川、津賀
薮ケ市、須﨑
大宮下、大宮中、大宮上
下家地、中家地
方の川、西ケ方
下方、宮地、奈路、館、用井、長生
半家、本村、中組
押谷、権谷

投 票 区

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

第５投票区

第６投票区

第７投票区

第８投票区

第９投票区
第10投票区

第11投票区

第12投票区
第13投票区
第14投票区
第15投票区
第16投票区
第17投票区
第18投票区
第19投票区
第20投票区
第21投票区
第22投票区
第23投票区

投票時間

午前7時～
午後5時

投　票　所

四万十市役所

市立東山保育所

四万十川下流交流センター

蕨岡生活改善センター

富山地区集会所

市立利岡保育所

実崎地区集会所

四万十市立まなびの館

市立東中筋保育所
有岡消防屯所

市立公民館大川筋分館

奥屋内上公会堂
口屋内公民館
岩間農林産物集出荷所
藤ノ川農林漁家活動促進施設
津野川集会所
須﨑集会所
大宮生活改善センター
下家地集会所
市立西ケ方小学校(体育館)
西土佐総合支所
市立本村小学校
権谷せせらぎ交流館

四 万 十 市 農 業 委 員 会 委 員 選 挙
投 票 日 は 3 月 2 5 日 ( 日 ) で す

◎投票所および投票時間一覧表
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中
村
の
ま
ち
の
百
年
間
を
記
録
し
た
写
真
展
を
開
催
し
ま

す
。

　

最
近
市
内
で
発

見
さ
れ
た
、
ガ
ラ

ス
乾
板（※

）に
記

録
さ
れ
て
い
た
も

の
を
最
新
の
技
術

で
復
元
し
た
写
真

を
中
心
に
、
図
書

館
所
蔵
の
写
真
を

加
え
て
、
展
示
し

ま
す
。
　
　

　

こ
の
百
年
の
間

に
は
、
大
水
、
戦

争
、
地
震
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

　

水
没
し
た
家
並
み
。
地
震
で
落
下
し
た
鉄
橋
。
地
震
後
の
火

事
で
洗
わ
れ
た
一
面
の
野
原
。ま
ち
の
歴
史
は
災
害
か
ら
の
復

旧
復
興
、都
市
整
備
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。

　

あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
今
、防
災
を
考

え
る
面
か
ら
も
意
義
の
あ
る
も
の
で
す
。

　

今
と
な
っ
て
は
見
ら
れ
な
い
、な
つ
か
し
い
風
景
が
甦
り
ま

す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

ガ
ラ
ス
乾
板：

フ
ィ
ル
ム
が
普
及
す
る
前
の
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け

　

て
使
わ
れ
て
い
た
感
光
材
料
で
、写
真
乳
剤
を
塗
っ
た
ガ
ラ
ス
板
。

■
日
　

時
　

３
月
29
日（
木
）〜
４
月
８
日（
日
）
　
　

　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時

■
場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

１
階
展
示
ホ
ー
ル
お
よ
び
大
会
議
室

■
展
示
内
容

　

明
治
末
期
か
ら
昭
和
中
期
に
か
け
て
の
写
真
　

１
４
３
枚

　
　

中
村
町
誕
生
の
頃（
23
枚
）、水
害（
10
枚
）、地
震（
10
枚
）、人
物（
20

　
　

枚
）、一
般
風
景（
50
枚
）、公
共
建
造
物（
20
枚
）、そ
の
他（
10
枚
）

　

■
入
場
料
　

無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
原
板
提
供
者

　

一
條
神
社
、笹
岡
旅
館
、澤
田
酒
店
、山
崎
辿

　

中
村
幼
稚
園
、市
立
図
書
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
主
　

催
　

(

市)

教
育
委
員
会

■
共
　

催
　

写
団「
四
万
十
」

　

今
年
は
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
も
１
５
０
年
。

　

秋
に
は
、「
映
像
の
幡
多
」と
銘
打
っ
て
、「
足
摺
岬
」（
１
９
５

４
年
）
、「
祭
の
準
備
」（
１
９
７
５
年
）
、「
四
万
十
川
」（
１
９
９

１
年
）な
ど
、幡
多
地
域
が
撮
影
場
所
と
な
っ
た
、な
つ
か
し
い

映
画
を
連
続
上
映
す
る
企
画
も
進
行
中
で
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】市
立
図
書
館
　

☎（
３
５
）２
９
２
３

中
村
の
百
年
写
真
展

〜
新
発
見
フ
ィ
ル
ム
を
公
開
〜

センバの帆（昭和初期）

南海地震調査団（昭和21年）

羽生山からの町並。旧制中村中学・中村高女が見える。（昭和初期）

平
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1
月
16
日
〜
2
月
15
日

１
月
17
日
　

四
国
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
連
絡
協

　
　
　
　
　

議
会（
高
知
市
）

　
　

19
日
　

政
策
会
議

　
　
　
　
　

間
崎
地
区
要
望
受

　
　
　
　
　

磯
ノ
川
地
区
要
望
受

　
　

20
日
　

中
村
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
引
継
披

　
　
　
　
　

露
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　

22
日
　

自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　

24
日
　

西
土
佐
地
区
小
組
合
長
会

　
　
　
　
　

西
土
佐
地
域
区
長
会

　
　
　
　
　

幸
徳
秋
水
墓
前
祭

　
　
　
　
　

海
洋
堂
ホ
ビ
ー
館
高
新
大
賞
受
章
祝
賀
会

　
　
　
　
　

（
高
知
市
）

　
　

25
日
　

四
国
地
域
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
交
流
会

　
　

26
日
　

市
議
会
教
育
民
生
委
員
会

　
　

27
日
　

消
防
団
新
年
会

　
　

28
日
　

小
京
都
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会

　
　
　
　
　

中
村
駅
ま
つ
り

　
　

29
日
　

市
民
病
院
の
今
後
の
あ
り
方
等
検
討
会

　
　
　
　
　

小
原
流
幡
多
支
部
創
立
30
周
年
記
念
式
典

　
　

30
日
　

県
議
会
南
海
地
震
対
策
再
検
討
特
別
委
員

　
　
　
　
　

会
対
応

　
　

31
日
　

愛
媛
県
愛
南
町
視
察
対
応

２
月
１
日
　

長
野
県
千
曲
市
議
会
視
察
対
応

　
　
　
　
　

地
域
づ
く
り
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　

２
日
　

県
産
業
振
興
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議

　
　

３
日
　

県
道
薮
ケ
市
松
野
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

　
　

５
日
　

ふ
く
し
健
康
ま
つ
り

　
　

10
日
　

中
村
地
域
区
長
会
総
会

　
　

11
日
　

市
民
病
院
職
員
採
用
試
験

　
　
　
　
　

「
は
た
の
お
と
２
０
１
２
」研
究
発
表
会

　
　

12
日
　

総
合
武
道
祭

　
　
　
　
　

野
町
和
嘉
写
真
展
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　

13
日
　

津
波
避
難
路
等
市
内
視
察

　
　

14
日
　

高
齢
者
福
祉
計
画
第
５
期
介
護
保
険
運
営

　
　
　
　
　

協
議
会
諮
問

　
　

15
日
　

同
　

答
申
受

　
　
　
　
　

四
国
西
南
地
域
道
路
整
備
促
進
協
議
会
中

　
　
　
　
　

村
河
川
国
道
事
務
所
要
望

日
　
　

誌

　

中
村
の
歴
史
は
川
と
の
戦
い
の
歴
史
で
す
。

　

天
の
工（
自
然
の
技
）を
奪
う（
凌
駕
す
る
）。

　

大
正
15
年
（
１
９
2
６
年
）
、
四
万
十
川
橋

（
赤
鉄
橋
）が
完
成
を
し
た
と
き
、中
村
の
人
々

は
そ
の
巨
大
さ
に
驚
愕
を
し
、「
奪
天
工
」の
碑

を
た
も
と
に
建
て
ま
し
た
。（
題
字
島
崎
正
勝

中
村
町
長
）
　

　

中
村
は
も
と
も
と
中
ノ
村
。川
の
真
ん
中
の

村
。
大
正
４
年
、
渡
船
の
転
覆
事
故
で
幡
多
実

科
高
等
女
学
校
の
生
徒
ら
11
人
が
犠
牲
に

な
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、架
橋
運
動
が
盛

り
上
が
り
、
２
年
３
か
月
の
工
期
を
経
て
、

「
島
」が
橋
で
つ
な
が
り
ま
し
た
。
　

　

延
長
４
３
８
ｍ
、幅
員
５
・
５
ｍ
。南
海
の
果

に
、な
ぜ
当
時
四
国
最
大
と
い
う
分
不
相
応
な

橋
が
で
き
た
の
か
。関
東
大
震
災
で
崩
落
を
し

た
帝
都
（
東
京
）
の
名
だ
た
る
橋
が
ま
だ
復
旧

さ
れ
て
い
な
い
時
期
で
す
。

　

軍
港
・
宿
毛
湾
へ
つ
な
が
る
道
と
し
て
軍
事

的
役
割
が
あ
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
す

が
、総
工
費
48
万
円
が
国
庫
補
助
な
し
の
全
額

地
元
調
達
（
寄
付
な
ど
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、地
元
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
が
原
動
力

で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

以
降
、鉄
橋
は
中
村
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
り
ま

し
た
。

　

川
と
の
次
な
る
戦
い
は
治
水
事
業
で
し
た
。

　

中
村
は
出
水
の
た
び
に
水
に
沈
む
の
が
年

中
行
事
。
当
時
、
堤
防
ご
と
き
と
い
え
ば
一
條

家
時
代
以
前
か
ら
築
か
れ
て
い
た
と
い
う
岩

崎
堤
防
と
藩
政
時
代
の
右
山
堤
防
だ
け
で
し

た
。
町
の
家
は
す
べ
て
２
階
建
。
毎
年
の
洪
水

対
策
に
膨
大
な
県
費
を
要
し
た
こ
と
か
ら
、土

陽
新
聞
は
社
説
で
「
住
民
を
移
住
さ
せ
ろ
」
と

ま
で
書
い
て
い
ま
す
。

　

町
、県
は
国
営
事
業
と
し
て
治
水
事
業
を
行

な
う
べ
し
と
の
猛
烈
な
陳
情
を
行
な
っ
た
結

果
、四
万
十
川
は
四
国
で
吉
野
川
に
次
い
で
２

番
目
の
国
直
轄
河
川
に
指
定
さ
れ
、昭
和
４
年

（
１
９
２
９
年
）夏
、中
村
に
内
務
省
渡
川
改
修

事
務
所（
現
在
の
中
村
河
川
国
道
事
務
所
の
前

身
）
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
場
所
は
県
幡
多
支

庁
内
で
し
た
が
、
同
年
秋
、
中
村
高
等
女
学
校

が
新
築
さ
れ
、そ
の
旧
校
舎
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

四
万
十
川
は
当
時
、
計
画
洪
水
量
日
本
一
。

日
本
で
一
番
や
っ
か
い
な
暴
れ
川
で
し
た
。事

務
所
長
以
下
は
幡
多
支
庁
長
（
地
方
事
務
官
）

よ
り
は
る
か
に
格
上
の
中
央
の
高
等
官
で
あ

り
、赴
任
は「
地
の
果
て
に
行
く
」思
い
で
あ
っ

た
と
語
っ
て
い
ま
す
。（
『
渡
川
改
修
四
十
年

史
』１
９
７
０
年
刊
行
）

　

調
査
測
量
に
続
き
、
昭
和
６
年
、
鉄
橋
上
の

具
同
側
か
ら
築
堤
工
事
を
開
始
。
そ
の
時
、
名

勝
の
松
林
が
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
争
を
挟
ん
で
、昭
和
24
年
ご
ろ
ま
で
に
は
、

後
川
の
付
け
替
え
を
経
て
、中
村
の
町
の
周
り

の
堤
防
は
、具
同
、佐
岡
側
を
含
め
、ほ
ぼ
完
成

を
み
て
い
ま
す
。

　

最
大
の
難
関
は
、「
蛙
が
小
便
し
て
も
田
が

つ
か
る
」
と
言
わ
れ
て
い
た
、
水
は
け
の
悪
い

中
筋
川
の
合
流
点
を
具
同
か
ら
八
束
の
実
崎

へ
付
け
替
え
る
事
業
で
し
た
。坂
本
の
前
に
背

割
堤
を
約
４
キ
ロ
築
き
、甲
ヶ
峰
を
削
り
取
っ

て
、山
路
川
に
つ
な
ぐ
。着
手
は
昭
和
12
年
、完

了
は
実
に
昭
和
39
年
で
し
た
。

　

以
後
も
ダ
ム
事
業（
中
筋
川
、横
瀬
川
）か
ら

現
在
の
不
破
築
堤
事
業
に
至
る
ま
で
、四
万
十

川
の
治
水
事
業
は
延
々
と
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
昭
和
４
年
以
降
で
も
、
昭
和
10
年
、

38
年（
古
津
賀
堤
防
決
壊
）、平
成
17
年
の
大
洪

水
、昭
和
21
年
の
南
海
地
震（
鉄
橋
崩
落
）も
あ

り
ま
し
た
。

　

３
・
11
か
ら
１
年
。

　

次
の
南
海
地
震
で
は
、川
を
遡
る
津
波
に
も

備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

「
奪
天
工
」い
ま
だ
な
ら
ず
。

　

自
然
の
力
、恐
る
べ
し
、で
す
。

奪 
天 
工

市
長
談
話
室

市
長
談
話
室

完成間もない頃の赤鉄橋（昭和初期）

平
成
24
年
3
月
号

11



1
28(土)

小
京
都
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会

【
男
子
の
部
】

優
　

勝
　

中
村
小
A

第
２
位
　

具
同
小
学
校
A

第
３
位
　

東
山
小
A

【
女
子
の
部
】

優
　

勝
　

中
村
小
A

第
２
位
　

具
同
小
学
校
A

第
３
位
　

具
同
小
学
校
B

（
株
）大
宮
産
業

「
地
域
再
生
大
賞
」 

準
大
賞
を
受
賞

　

１
月
21
日
（
土
）
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
団
体
を
支

援
し
よ
う
と
全
国
の
地
方
新
聞
社
と
共
同
通
信
社
が
設
け

た
「
第
２
回
地
域
再
生
大
賞
」
の
準
大
賞
に
、（
株
）
大
宮
産

業
が
選
ば
れ
、２
月
23
日（
木
）に
、東
京
都
内
で
授
賞
式
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

都
道
府
県
ご
と
に
原
則
１
団
体
ず
つ
選
出
さ
れ
た
計
50

団
体
の
中
か
ら
、
山
あ
い
の
地
で
日
用
品
販
売
に
取
り
組

む
努
力
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
葉
傳
社
長
は
今
回
の
受
賞
を
受
け
て
、「
人
口
が
減
少

し
て
い
く
中
で
、集
落
を
い
か
に
維
持
し
て
い
く
か
を
、住

民
み
ん
な
が
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
大
宮
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。
厳
し
い
状
況
は
簡
単
に
は

変
わ
ら
な
い
が
、

地
域
で
知
恵
を
集

め
れ
ば
、
可
能
性

は
限
り
な
く
あ
る

と
思
っ
て
い
る
の

で
、
今
後
も
み
な

さ
ん
と
と
も
に
、

前
向
き
に
取
り
組

み
た
い
」
と
こ
れ

か
ら
の
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

　

１
月
28
日
（
土
）
、「
第
１
回 

小
京
都
四
万
十
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
本
市
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
天
神
橋
商
店
街
を
発

着
点
と
す
る
駅
伝
競
技
を
通
し
て
、児
童
の
健
全
育
成
と
元
気
あ
る

街
づ
く
り
へ
貢
献
す
る
こ
と
と
、参
加
す
る
保
護
者
や
地
域
の
人
々

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、そ
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

　

市
内
の
ほ
か
、
土
佐
清
水
市
、
黒
潮
町
か
ら
、
あ
わ
せ
て
男
子
17

チ
ー
ム
１
１
８
人
、女
子
15
チ
ー
ム
96
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
天
神
橋
商
店
街
を
中
心
に
、碁
盤
の
目
状
に
整
備
さ
れ

た
地
形
を
活
か
し
て
区
間
ご
と
に
距
離
を
違
え
て
設
定
さ
れ
、競
技

は
男
子
の
部
、友
好
チ
ャ
レ
ン
ジ
レ
ー
ス
、女
子
の
部
の
順
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

沿
道
に
は
大
勢
の
観
衆
が
訪
れ
、特
に
、た
す
き
が
渡
る
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
内
で
は
、チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
や
保
護

者
か
ら
の
応
援
、歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

な
お
、大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

表
紙
に
は
、地
元
出
身
の
漫
画

家
・
井
上
淳
哉
さ
ん
が
イ
ラ
ス

ト
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

つ
た
え

平
成
24
年
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2
5 (日)

ふ
く
し
健
康
ま
つ
り

　

２
月
５
日（
日
）、
市
立
中
央
公
民
館
で「
第
５
回 

四
万
十
市
ふ
く
し
健
康
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

午
前
中
は
大
ホ
ー
ル
で
、市
の
保
健
介
護
課
に
よ

る
体
力
測
定
や
健
康
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
開
か

れ
ま
し
た
。
各
コ
ー
ナ
ー
に
は
長
い
列
が
で
き
、
希

望
者
全
員
が
受
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
盛
況
振
り
で

し
た
。

　

午
後
か
ら
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、淀
家
萬
月
さ

ん（
吉
本
興
業
）の「
大
道
芸
漫
談
」で
す
。小
噺
か
ら

は
じ
ま
り
、ク
イ
ズ
や
マ
ジ
ッ
ク
の
ほ
か
、「
中
国
ゴ

マ
」や「
南
京
玉
す
だ
れ
」な
ど
の
大
道
芸
を
軽
快
な

お
し
ゃ
べ
り
と
と
も
に
披
露
し
、会
場
は
笑
い
の
渦

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
中
村
中
学
校
音
楽
部
に
よ
る
吹
奏
楽

演
奏
や
、
駐
車
場
で
の
餅
投
げ
も
行
わ
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
大
盛
況

2
26(日)

連
合
婦
人
大
会

　

２
月
４
日（
土
）、第
22
回
四

万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
対

抗
駅
伝
大
会
が
後
川
堤
防
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
４
団
体
か
ら
９

チ
ー
ム
54
人
が
参
加
し
、後
川

堤
防
を
２
周
す
る
コ
ー
ス
で

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、暖
か
く
絶
好
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
、選
手
６

人
が
１
本
の
た
す
き
を
つ
な

ぎ
、チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
保
護
者

の
応
援
を
受
け
て
全
員
が
見

事
に
完
走
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、６
区
間
の
中
で
中

村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ
が
区

間
賞
を
５
つ
も
と
る
、見
事
な

記
録
で
優
勝
し
ま
し
た
。

【
成
　

績
】

優
　

勝

　

中
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

準
優
勝
　

　

東
山
ボ
ー
イ
ズ
Ａ

第
３
位
　

　

八
束
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

2
4 (土)

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

対
抗
駅
伝
大
会

　

２
月
26
日（
日
）、中

央
公
民
館
で
平
成
23

年
度
四
万
十
市
連
合

婦
人
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

四
万
十
市
連
合
婦

人
会
の
主
催
で
、「
地

域
の
絆
は
お
も
い
や

り
和
づ
く
り
活
動
か

ら
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ

れ
か
ら
の
少
子
高
齢

化
社
会
や
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を
取
り
巻
く
情

勢
な
ど
の
中
で
、
婦
人
会
の
地
道
な
和
づ
く
り
活
動

を
通
し
て
、
安
全
安
心
な
地
域
社
会
の
絆
を
深
め
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
は
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
な
あ
に
？
」

と
題
し
て
、佐
藤
典
明
さ
ん（
高
知
地
方
法
務
局
四
万

十
支
局
長
補
佐
）に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、ク
イ
ズ
や

川
柳
な
ど
を
と
お
し
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
小
永
博
子
さ
ん
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
の

研
修
で
、「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」
の
歌
に
合

わ
せ
た
ダ
ン
ス
を
参
加
者
全
員
で
踊
っ
た
ほ
か
、
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
各
地
区
の
代
表
者
に
よ
る

日
本
舞
踊
や
手
話
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

■「まちの話題」で紹介した記事は市公式ホームページにも掲載しています。写真もたくさんあります。ぜひご覧ください。
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2
19(日)

四
万
十
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

　

２
月
19
日（
日
）、新
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
四
万
十
で
、市
内
の
お
菓

子
屋
さ
ん
12
店
舗
が
一
堂
に
会

し
た
、ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
に
は
老
舗
の
お
菓
子
屋

さ
ん
が
た
く
さ
ん
あ
り
、ま
た
若

い
後
継
者
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、お
菓
子
を
通

じ
て
商
店
街
等
の
賑
わ
い
創
出

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
、菓
子

店
が
中
心
と
な
っ
た
実
行
委
員

会
と
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議

会
の
主
催
に
よ
り
初
め
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

前
売
券
４
０
０
枚
は
完
売
し
、

当
日
券
を
求
め
る
人
々
が
開
場

前
か
ら
並
び
、用
意
し
た
１
０
０

枚
は
早
々
に
売
り
切
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
し
か
食
べ
ら
れ
な
い

特
別
な
洋
菓
子
や
季
節
感
を
感

じ
さ
せ
る
和
菓
子
が
勢
揃
い
し
、

会
場
は
甘
い
香
り
と
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、中
村
裏
千
家
と
幡
多
農

高
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
抹
茶
の

お
も
て
な
し
や
、子
ど
も
た
ち
に

よ
る
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
タ
ワ
ー

づ
く
り
な
ど
も
行
わ
れ
、楽
し
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

2
11(土)

幡
多
の
研
究
発
表
会 

は
た
の
お
と
２
０
１
２

　

２
月
11
日（
土
）、市
立
中
央
公
民
館
で
、「
幡
多
の
研

究
発
表
会
　

は
た
の
お
と
２
０
１
２
」
が
開
か
れ
、
市

内
外
か
ら
１
０
０
人
あ
ま
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
は
た
の
お

と
」
と
は
、
幡
多

の
文
化
や
自
然

に
は
ま
り
こ
ん

で
い
る
人
た
ち

に
よ
る
研
究
発

表
会
の
こ
と

で
、
会
の
名
称

は
、
幡
多
の
こ

と
を
記
録
す
る

「
ノ
ー
ト
」
と
、

地
元
か
ら
発
信

す
る
「
音
」
の
両

方
の
意
味
を
持

た
せ
た
も
の
で

す
。

　

２
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、総
勢
10
名（
団
体
）

の
研
究
者
、
専
門
家
、
学
生
ら
が
幡
多
の
魅
力
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

現
在
「
田
舎
で
働
き
隊
」
と
し
て
四
万
十
楽
舎
を
拠

点
に
農
林
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
い
る
秋
山
梢
さ
ん
は
、自
身
の
体
験
談
を

ふ
ま
え
て
、村
お
こ
し
や
田
舎
暮
ら
し
を
す
る
う
え
で

は
、
人
と
の
出
会
い
や
繋
が
り
が
、
い
か
に
大
切
か
を

感
じ
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
で
活
動
31
年
目
を
迎
え
る
「
中
村
こ
ど

も
劇
場
」
は
、
観
劇
や
自
然
を
活
か
し
た
自
主
活
動
を

と
お
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
幡
多
の
す
ご
さ
を
感
じ

取
っ
て
ほ
し
い
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

『
幡
多
昔
む
か
し
〜
四
万
十
川
流
れ
て
〜
』
の
出
版

に
携
わ
っ
た
、谷
口
平
八
郎
さ
ん（
日
本
民
話
の
会
）は

幡
多
に
伝
わ
る
昔
話
、
伝
説
、
世
間
話
を
紹
介
し
な
が

ら
、昔
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
民
話
を
家
族
の
団
ら
ん
を

と
お
し
て
、後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
説

き
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、四
万
十
高
校
生
に
よ
る
四
万
十
川

流
域
の
動
植
物
の
調
査
や
、株
式
会
社
四
万
十
ド
ラ
マ

の
特
産
品
事

業
に
つ
い
て

な
ど
、
幡
多
の

魅
力
を
い
ろ

い
ろ
な
角
度

か
ら
発
表
し
、

楽
し
く
語
り

合
う
場
と
な

り
ま
し
た
。
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地
域
資
源
掘
起
し

　

地
域
合
同
発
表
会

４地域をシャッフルしたワークショップ

　

２
月
25
日
（
土
）
、
26

日
（
日
）
、「
四
万
十
・
足

摺 

無
限
大
チ
ャ
レ
ン
ジ

ラ
イ
ド
・
プ
レ
大
会
」
が

幡
多
・
高
幡
地
域
を
舞

台
に
開
催
さ
れ
、
北
は

北
海
道
、
南
は
九
州
熊

本
ま
で
県
内
外
か
ら
約

１
４
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
タ
イ

ム
や
勝
敗
を
競
う
も
の

で
は
な
く
、
設
定
さ
れ

た
コ
ー
ス
を
時
間
内

で
、景
観
、文
化
、歴
史
を
楽
し
み
な
が
ら
、脚
力
や
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
完
走
を
目
指
し
、
自
転
車
で
し
か
味
わ
え

な
い
四
国
西
南
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
す
る
も
の
で
、

参
加
者
は
雄
大
な
太
平
洋
や
清
流
四
万
十
川
と
い
っ
た
自
然

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
上
に
は
、
Ａ
Ｓ
（
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
が
設
け

ら
れ
、
地
元
食
材
（
本
市
で
は
し
し
汁
な
ど
）に
よ
る
お
も
て

な
し
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
海
岸
線
が
気
持
ち
良
か
っ
た
」「
四
万
十

川
が
き
れ
い
だ
っ
た
」「
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
対
応
が
素

晴
ら
し
か
っ
た
」な
ど
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

26 (日)

2
25 (土)

2
25 (土)

四
万
十
・
足
摺 

無
限
大
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ド
・

プ
レ
大
会
　

　

四
万
十
市
に
ま
だ
眠
っ
て
い
る
観
光
資
源
を
、
住
民
自
ら

が
掘
起
こ
し
活
用
を
考
え
て
い
く「
地
域
資
源
掘
起
し
事
業
」

の
発
表
会
が
２
月
25
日（
土
）、市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
川
海
４
地
域
の
住
民
が
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
繰
り
返

し
、自
分
た
ち
で
発
見
し
た
地
域
資
源
や
、練
り
上
げ
て
き
た

活
用
方
法
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

大
用
地
域
で
は「
今
植
え
て
い
る
１
千
本
の
梅
の
木
を
育

て
あ
げ
、〝
梅
の
里
〞
を
観
光
資
源
と
し
て
い
き
た
い
」と
の

想
い
を
、名
鹿
地
域
か
ら
は「
海
を
活
用
し
、浜
辺
で
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
た
い
」、勝
間
・
勝
間
川
地
域
か
ら
は「
休
耕
田
８
ha

を
レ
ン
ゲ
畑
に
し
て
観
光
客
を
誘
致
し
、
レ
ン
ゲ
の
蜂
蜜
で

ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ
た
い
」と
の
構
想
が
語
ら
れ
、西
土
佐
地
域

か
ら
は「
商
品
を
作
っ
た
の
は
誰
な
の
か
が
わ
か
る
〝
だ
れ
作

マ
ッ
プ
〞
を
作
り
た
い
」と
の
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
後
、
４
地
域
を
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
て
行
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
各
地
域
の
観
光
資
源
を
使
っ
て
他
地
域
を

受
入
れ
、地
域
間
の
資
源
を
共
有
し
連
携
を
深
め
て
い
け
れ

ば
」
と
の
話
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
市
が

観
光
協
会
に
１
年
間

委
託
し
進
め
て
き
た

も
の
で
、
来
年
度
も

さ
ら
に
磨
き
を
か
け

て
、
地
域
も
広
め
て

継
続
し
て
い
く
計
画

で
す
。

　

幡
多
広
域
観
光
協

議
会
が
、
幡
多
地
域
の

着
地
型
旅
行
商
品
の

開
発
の
た
め
に
、
幡
多

地
域
を
巡
る
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
２
月

22
日
（
水
）
、
23
日
（
木
）

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
体
験
型

観
光
受
入
研
究
会
の

会
員
、
大
川
筋
地
域
振

興
組
合
の
皆
さ
ん
が

「
四
万
十
ヒ
ノ
キ
の

家
」で
、ぶ
し
ゅ
か
ん
を
活
用
し
た
チ
ラ
シ
寿
司
や
む
し
パ

ン
、ジ
ュ
ー
ス
や
サ
ラ
ダ
な
ど
、工
夫
を
凝
ら
し
た
創
作
料

理
で
受
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
入
れ
を
行
っ
た
感
想
を
聞
く
と「
地
域
の
皆
が
楽
し

く
で
き
た
。今
後
も
、お
客
さ
ん
が
来
ら
れ
る
季
節
ご
と
に

地
元
の
旬
な
食
材
を
提
供
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的

に
こ
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
受
入
れ
て
行
き
た
い
と
思
う
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
も
「
初
め
て
ぶ
し
ゅ
か
ん
料
理
を
食
べ
た

け
ど
、と
て
も
美
味
し
か
っ
た
」な
ど
の
満
足
の
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
通
じ
て
、
大
川
筋
の
受
入

を
ま
す
ま
す
充
実
し
た
内
容
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
事
務
局（
観
光
課
）

☎（
3
4
）1
7
8
3

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
だ
よ
り

天
然
も
ん
の
現
場 

の
ぞ
き
見
ツ
ア
ー
を

受
入
れ
ま
し
た平

成
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市
立
小
中
学
校
の
入
学
式

市
立
小
中
学
校
の
入
学
式

平
成
24
年
度

４
月
７
日
（
土
）

　

後
川
中
学
校
（
９
時
30
分
開
始
）

４
月
９
日
（
月
）

■
小
学
校

■
中
学
校

10
時

10
時
30
分

13
時
30
分

具
同
東
山
、蕨
岡
、大
用
、利
岡
、中
村
南

東
中
筋
、西
土
佐

中
村

中
筋

下
田
、蕨
岡
、八
束
、中
村
西 

大
用
、大
川
筋

下
田
、竹
島
、中
村
、川
登
、八
束
、

東
中
筋
、中
筋
、西
土
佐

開
始
時
間

学
校
名

14
時

13
時
30
分

13
時

10
時

9
時
30
分

開
始
時
間

学
校
名

※

入
学
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
人
は
、(

市)

教
育
委
員
会

　

（
下
記
連
絡
先
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

就
学
援
助
制
度

就
学
援
助
制
度

　

こ
の
制
度
は
、要
保
護
お
よ
び
準
要
保
護
児
童
生

徒
に
対
し
て
援
助
す
る
も
の
で
、
児
童
生
徒
の
学
用

品
費
な
ど
の
就
学
上
必
要
な
経
費
の
一
部
を
援
助

す
る
制
度
で
す
。（
他
の
経
費
に
は
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
）

■
対
　

象
　

　

援
助
の
対
象
と
な
る
の
は
、
原
則
市
内
に
住
所
を

有
し
、小
中
学
校（
県
立
中
村
中
学
校
も
含
む
）に
在

籍
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
で
、
教
育
委
員
会
が
次

の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
認
定
し
た
人
で
す
。

・
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
人

　

（
母
子
家
庭
に
支
給
さ
れ
る
も
の
）

・
市
税
（
市
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
）
の
非
課

　

税
ま
た
は
減
免
を
受
け
て
い
る
人

・
生
活
保
護
が
廃
止
に
な
っ
て
、
な
お
生
活
が
苦
し

　

く
諸
学
費
に
困
っ
て
い
る
人

・
病
気
や
災
害
な
ど
の
特
別
な
理
由
に
よ
り
、
収
入

　

が
著
し
く
減
少
し
、諸
学
費
に
困
っ
て
い
る
人

※

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
、
修
学
旅
行
費
と

　

医
療
費
（
学
校
病：

う
歯
、
中
耳
炎
、
寄
生
虫
病
な

　

ど
）に
つ
い
て
教
育
委
員
会
が
援
助
し
ま
す
。

■
申
　

請
　

　

児
童
生
徒
の
在
籍
す
る
学
校
を
通
じ
て
、認
定
申

　

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
認
　

定
　

　

申
請
に
基
づ
き
、ご
家
族
全
員
の
所
得
や
児
童
扶

　

養
手
当
受
給
状
況
の
照
会
な
ど
を
同
意
の
う
え

　

で
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
、学
校
を
通
じ
て
結
果

　

に
つ
い
て
通
知
し
ま
す
。

■
支
払
時
期
　

　

原
則
学
期
末
ご
と
の
３
回
払
い
と
し
ま
す
が
、項

　

目
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■援助の内容（平成23年度参考）

援助の項目　　　　　小学校 　　　　　中学校

学用品費

通学用品費

（1年生除く）

新入学児童生徒

学用品費等

修学旅行費

年額　11,100円

年額　 2,170円

年額　19,900円

年額　20,600円
　　（上限額）

年額　21,700円

年額　 2,170円

年額　22,900円

年額　55,700円
　　（上限額）

※このほかに学校給食費、校外活動費、医療費（学校病限定）、通学費
   などの援助があります。

【問い合わせ先】（市）教育委員会 学校教育課 ☎（34）5445 　西土佐事務所 ☎（52）1110

市
立
小
中
学
校
の
入
学
式

平
成
24
年
3
月
号

16



　市では、住民基本台帳に基づく住所によって就学する学校を指定していますが、下記の基準に
該当すると認められる場合は、保護者の申請により指定学校の変更をすることができます。
　なお、特定の学校に入学させるために意図的にお子さまの住所を実態と異なる住所にすること
は認められませんのでご注意願います。

学期途中で転居した場合で、引続き在籍

していた学校に就学する場合（通学可能

な場合に限る）

保護者が共働き等で留守になる家庭で、

放課後の児童安全確保が困難なため、祖

父母宅等の住所に基づく通学区域の小

学校に就学する場合

近い将来（おおむね６ヶ月以内）転居す

ることが確定しており、あらかじめ転居

先の住所に基づく通学区域の学校に就

学する場合

児童生徒の障害や病気、虚弱等で通学距

離および通学途中の安全確保ならびに

病気治療等のため、その事情に相応した

通学区域外の学校に通学することが適

当であると教育委員会が認めた場合

特認校制度実施要領に基づき、川登小学

校または大用小学校に就学する場合

中学校に進学する場合で、小学校で既に

通学区域外の就学が許可されており、引

き続き卒業する小学校のある通学区域

の中学校に就学する場合

兄姉が既に指定学校の変更の許可を受

けている場合で、弟妹が一緒の学校に就

学する場合

中学校に進学する場合で、指定学校に希

望する部活動がない場合（原則隣接する

通学区域にある中学校の希望する部活

動に入部する場合）

部員不足等により中学校就学途中に所

属する部活動が休廃部になる場合（原則

所属する部活がある隣接地域の中学校

へ入部を希望する場合）

いじめや登校拒否、家庭の事情により住

民票の異動ができない等、指定学校を変

更することが適当と認められる場合

通学区域の境界付近に居住している場

合などで、本来の指定学校と隣接する指

定学校までの通学距離や安全面を考慮

して変更を認める場合

上記以外で、特に教育委員会が保護者の

申し立てに止むを得ない理由があると

認める場合

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

学期途中で

転居した場合　　

留守家庭の
場合　　　

転居予定の

場合　　　

心身の理由

の場合　　

特認校の場合

　　　　

指定学校の変

更を継続する

場合　

兄姉と同じ学

校の場合

部活動がない

場合　　

就学途中で所

属する部活が

休廃部する場合

教育上の配慮

の場合

地理的事情の

場合

特別な事情の

場合

No. 事　由　　　　　　 許可基準 　　　　　　　　　　　対象学年 　許可期間　　 　　　添付書類

小中学校

全学年

小学校

全学年

小中学校

全学年

小中学校

全学年

小学校

全学年

小学校

６年生

小中学校

全学年

小学校

６年生

中学校

全学年

小中学校

全学年

小中学校

全学年

小中学校

全学年

原則転居した学
期末までとし最
長卒業まで

事由が解消する
まで　

住民票異動日ま
で（原則６ヶ月
以内）

心身の理由が回
復するまでまた
は卒業するまで

卒業まで

原則学年末まで
とし最長卒業ま
で

卒業まで

卒業まで

卒業まで

必要と認められ
る期間

卒業まで

必要と認められ
る期間

住民票異動届の写し

勤務証明書、保護承
諾書等で必要性が証
明できる書類

建築確認通知書の写
し、売買契約書の写
し、賃貸借契約書の
写しなど確認できる書類

就学指導委員会の答
申、医師の診断書等
証明できる書類

特認校就学許可通知
書の写し

指定学校変更許可通
知書の写し

指定学校変更許可通
知書の写し

在籍学校長の意見書
など

在籍学校長の意見書
など

在籍学校長意見書、賃
貸借契約書の写し、民
生委員等による居住
証明書など

【問い合わせ先】（市）教育委員会 学校教育課 ☎（34）5445   西土佐事務所 ☎（52）1110
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市教委だより

音
楽
の
集
い

西土佐地域小学校

　

本
校
で
は
、
毎
月
10
日
と
20
日
の
朝

に
、
校
門
前
の
信
号
機
の
も
と
で
児
童

会
役
員
や
先
生
た
ち
が
「
交
通
安
全
指

導
」
と
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

１
月
20
日
（
金
）
、
外
は
あ
い
に
く
の

小
雨
模
様
で
し
た
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
後
川

中
学
校
生
徒
会
、
川
登
駐
在
所
の
人
々

と
一
緒
に
な
っ
て
、
今
学
期
２
回
目
の

街
頭
指
導
を
行
い
、
学
校
前
は
朝
か
ら

大
変
活
気
を
帯
び
ま
し
た
。

　

４
人
の
児
童
会
役
員
は
、
横
断
歩
道で

止
ま
っ
て
く
れ
た
車
や
道
行
く

人
々
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、黄
色
の

フ
ラ
ッ
グ
を
車
の
前
に
差
し
出
し
て

笑
顔
で
友
だ
ち
を
誘
導
し
ま
す
。

　

今
で
は
、朝
の
運
動
も
積
極
的
に
な

り
、全
校
児
童
40
人
の
交
通
ル
ー
ル
マ

ナ
ー
は
向
上
し
、あ
い
さ
つ
の
意
識
も

高
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
朝
の
活
動
を
通
し
て
、

歩
き
方
や
自
転
車
の
乗
り
方
な
ど
の

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、明
る
く
元
気
な

あ
い
さ
つ
が
で
き
る
、活
力
み
な
ぎ
る

利
岡
小
学
校
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

１
月
27
日（
金
）、西
土
佐
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
で
、西
土
佐
地
域
全

６
小
学
校
の
児
童
に
よ
る「
音
楽

の
集
い
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

音
楽
の
集
い
は
、子
ど
も
た
ち

が
音
楽
を
愛
好
す
る
心
と
楽
し

む
感
性
を
磨
く
と
と
も
に
、西
土

佐
地
域
内
の
小
学
生
が
音
楽
を

通
じ
て
文
化
交
流
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て

い
ま
し
た
が
、４
月
に
西
土
佐
小

学
校
が
開
校
す
る
こ
と
に
伴
い
、今
回
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
学
校
そ
れ
ぞ
れ
が
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
成
果
を
発
揮
し
、
息
の

合
っ
た
斉
唱
に
演
奏
、エ
イ
サ
ー
の
踊
り
な
ど
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
児
童
た
ち
も
他
の
学
校
の
発

表
を
楽
し
み
な
が
ら
聴
い
て
い
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
、
満
席
に
な
る
ほ
ど
の
保

護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い

の
歌
声
や
演
奏
に
温
か
い
拍
手
を
贈
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
思
い
出
に

残
る
楽
し
い
最
後
の
音
楽
の
集
い
と
な

り
ま
し
た
。

朝
の「
交
通
安
全
指
導
」と

　
　
　
　

「
あ
い
さ
つ
運
動
」

利岡小学校

20（金）1

27（金）1
▲元気いっぱいエイサー

▲息ぴったりの合奏

▲横断歩道を安全に誘導しています

▲生徒、児童会、警察官が全員そろって！

平
成
24
年
3
月
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注)都合により中止になる場合があります。参加希望の人は問い合わせください。
※3月17日までの計画については、広報四万十2月号に掲載しています。    

【問い合わせ先】（本庁）保健介護課 0(34)1115　（総合支所）保健課 0(52)1132 

事　業　名

定例健康相談

乳児健診

輝くカラダ塾 健口教室(歯科関係)

マム＆チルドレン

定例健康相談

胸部レントゲン（肺がん検診）

3歳児健診

胸部レントゲン（肺がん検診）

出張健康相談

マム＆チルドレン(注)

乳児健診

献血

献血

乳児・1歳6ヵ月児・3歳児健診

献血

月　 日

3月19日（月）

3月21日（水）

3月23日(金)

3月28日(水)

4月 2日(月）

4月 5日(木）

4月 6日(金）

4月10日(火）

4月11日(水）

4月12日(木）

4月13日(金）

該当地区

具同

下田

時　　間

9:00～11:00

12:50～13:30

13:30～15:00

10:00～11:30

9:00～11:00

個別通知

12:50～13:30

個別通知

9:00～11:00

10:00～11:30

12:50～13:30

13:00～17:00

9:00～11:30/12:30～17:00

受付 13:30～

9:00～12:30

場　　　所

西土佐分署横

市役所 3階 会議室

市役所 3階 会議室

具同体育センター

西土佐分署横

具同地区

健康管理センター

下田地区

JA高知はた西土佐支所

具同体育センター

健康管理センター

四国電力㈱中村支店

フジグラン四万十

西土佐保健センター

幡多総合庁舎

３1年に1度は健診を

心
の
健
康
相
談

　

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

人
と
の
つ
き
あ
い
が
ど
う
も
う
ま
く
い

か
な
い
。

　

い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
し
ま
っ
て
、よ

く
眠
れ
な
い
。

　

な
に
を
す
る
の
も
い
や
に
な
り
、家
に
と

じ
こ
も
っ
て
い
る
日
々
が
続
い
て
い
る
。

　

…
な
ど
、
心
に
ゆ
と
り
が
無
く
な
っ
て
、

悩
ん
だ
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

そ
ん
な
時
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

保
健
師
等
に
よ
る
電
話
相
談
・
面
接
相
談

は
随
時
お
受
け
し
て
い
ま
す
。保
健
所
で
は

相
談
さ
れ
る
内
容
に
よ
っ
て
、精
神
科
嘱
託

医
の
相
談
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

　

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係

　
　

☎（
３
４
）１
８
２
３

　

（
総
合
支
所
）保
健
課
　
　
　
　
　
　
　

　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

　

幡
多
福
祉
保
健
所 
健
康
障
害
課

　

精
神
保
健
福
祉
担
当
　

　
　

☎（
３
４
）５
１
２
４
　

ま
た
は

　
　

☎（
３
５
）５
９
７
９

狂
犬
病
予
防
注
射

　

狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
い
時
間
と
場
所
に
つ
い
て
は
、後
日
飼
い

主
の
人
に
通
知
し
ま
す
。（
登
録
を
し
て
い
る
犬
の

み
）

　

ま
た
、飼
い
犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
人
に

は
通
知
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
狂
犬
病
は
、発
症
し
て
し
ま
う
と
ほ
ぼ
１
０
０
％

　

死
に
至
る
き
わ
め
て
危
険
な
疾
病
で
す
。狂
犬
病

　

予
防
法
に
よ
り
、生
後
3
ヶ
月
以
上
の
犬
は
必
ず

　

登
録
し
、予
防
注
射
を
毎
年
１
回
受
け
る
こ
と
が

　

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）環
境
生
活
課 

市
民
生
活
係
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
５
）４
１
４
７

（
総
合
支
所
）保
健
課
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

４月13日（金）

４月20日（金）

４月27日（金）

５月11日（金）

５月18日（金）

５月25日（金）

４月25日（水）

４月26日（木）

具同・八束

大川筋・中筋・東中筋

東山・下田

富　　　山

蕨岡・後川

中　　　村

西土佐地域

生後91日以上の犬の登録と

注射料金（1頭あたり）

登録料（初年度のみ） 3000円

注射料（毎年１回）　 3000円

地　　　区 予防注射日

平
成
24
年
3
月
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市
で
は
、
子
ど
も
が
い
な
い
ご
夫
婦
に
対
し
て
保
険
適
用
と

な
る
不
妊
治
療
費
お
よ
び
人
工
授
精
に
要
し
た
費
用
を
助
成
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
分
の
申
請
期
限
は
、
４
月
２
日
（
月
）
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
事
業
内
容

・
保
険
の
適
用
と
な
る
不
妊
治
療
費
に
つ
い
て
、
夫
婦
一
組
１

年
度
あ
た
り
医
療
機
関
で
支
払
っ
た
自
己
負
担
金
に
対
し
て

３
万
円
を
上
限
と
し
て
助
成
す
る
事
業
で
す
。
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、通
算
５
年
で
す
。

・
人
工
授
精
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
夫
婦
１
組
１
年
度
あ

た
り
３
万
円
を
上
限
と
し
て
助
成
す
る
事
業
で
す
。
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、通
算
２
年
で
す
。

■
助
成
要
件
　

・
法
律
上
の
夫
婦
で
ど
ち
ら
か
一
方
が
市
内
に
居
住
し
て
い
る

こ
と

・
前
年
の
所
得
が
夫
婦
合
計
で
７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

・
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
こ
と

■
申
請
期
間（
23
年
度
の
治
療
な
ど
に
つ
い
て
）

　

平
成
24
年
４
月
２
日
ま
で

　

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係

　

☎（
３
４
）１
８
０
１

　

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所 

西
土
佐
福
祉
分
室(
保
健
課
内)

　

☎（
５
２
）１
１
３
２
　

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
子
ど
も
手
当
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受
け
取
る
に
は
、９
月
ま

で
受
け
取
っ
て
い
た
人
も
含
め
、対
象
の
お
子
さ
ん
を
持
つ

す
べ
て
の
人
は
認
定
請
求
が
必
要
で
す
。請
求
手
続
き
が
ま

だ
済
ん
で
い
な
い
人
は
、平
成
24
年
３
月
30
日（
金
）ま
で
に

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
公
務
員
は
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
）

●
受
付
時
間

　

８
時
30
分
〜
12
時
／
13
時
〜
17
時
15
分

　

※

土
、日
、祝
日
を
除
く

●
支
給
対
象
児
童

　

０
歳
か
ら
中
学
校
修
了(

満
15
歳
以
後
の
最
初
の
３
月
31

日)

前
の
子
ど
も

　

平
成
23
年
９
月
ま
で
受
給
さ
れ
て
い
た
場
合
、平
成
24
年

３
月
30
日(

金)

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、

平
成
23
年
10
月
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

す
で
に
認
定
請
求
書
を
提
出
済
の
場
合
は
、手
続
き
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　

(

本
　
　

庁)

福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係

　

☎（
３
４
）１
８
０
１

　

(

総
合
支
所)

福
祉
事
務
所 

西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　

☎（
５
２
）１
１
３
２

不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業

子
ど
も
手
当
認
定
請
求

　
　

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

じん臓機能障害者通院費援助じん臓機能障害者通院費援助

　月８回以上の定期的通院で透析療法を受けており、自宅から病院までの距離が片道20㎞を超えてい

る人に対し、１ヶ月４千円を支給します。

　新たに該当になる人は、申請手続きをしてください。

支給月　４月、10月（年２回）

申請に必要なもの　身体障害者手帳、印かん

【問い合わせ・申請先】

　（本　　庁）福祉事務所 家庭福祉係　　　　　　　　☎（34）1801

　（総合支所）福祉事務所 西土佐福祉分室（保健課内）　☎（52）1132 平
成
24
年
3
月
号
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四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（３５）３７４８

時

場

〔１、2、３歳児〕
〔ぴよちゃんクラブ〕
子育て支援センター

親子ふれあい活動　　0･1･2･3歳児対象

一年間“ぽっぽ”で遊んだお友達の巣立ち式です。
みんなで成長をお祝いしましょう！

巣立ち式

3月16日（金）　10：00～11：30
3月21日（水）　10：00～11：30

お　知　ら　せ
○巣立ち式に出席できない人は、式以降も支援

　センターは開所していますので 「おもいで

　文集」などを取りに来てください。

おことわり

　巣立ち式は平成23年度の活動に参加した人が

対象です。

　新たに参加を希望する人、および平成24年度の

活動を希望する人は「広報四万十」4月号をご覧の

上、お申し込みください。

～管理栄養士からのメッセージ～

作
り
方

（市民病院 管理栄養士  坂本一美）

栄養成分【１個分】

エネルギー：170kcal

たんぱく質：8.5g

脂　　　質：10.8g

【材料２人分】 

うるめいわしの梅しそ揚げ
■うるめいわしの脂質には、エイコサペンタエン酸（EPA）やドコサヘキサ
　エン酸（DHA）などの高度不飽和脂肪酸が多く含まれています。
　これらの成分は、生活習慣病の予防や脳の発育、認知症の予防などに効
　果があると言われています。またカルシウムやそれの吸収を高めるビタ
　ミンDも多く含まれているので、骨の発育や骨粗しょう症の予防にも適
　した魚です。
　今回はお弁当のおかずにも適した一品をご紹介します。

所要時間約20分

うるめいわし………………３匹

梅肉………………梅干大１個分

しその葉……………………３枚

味付のり……………………１枚

薄力粉……………… 1/4カップ

片栗粉……………… 大さじ1/2

冷水…………… 大さじ２と1/2

酢……………… 小さじ１と1/2

揚げ油………………………適量

①うるめいわしを三枚におろし、しその葉を縦半分に切り、のりをハサミ

で１cm幅に切る。

②おろしたうるめいわしの片身に梅肉を塗り、しその葉をのせて、のりを

帯のように巻く。

③ボウルに薄力粉、片栗粉、冷水、酢を入れて軽く混ぜ合わせる。

④②のうるめに③の衣をつける。

⑤揚げ油を180℃に熱したら、うるめいわしの中心に火が通るまで揚げる。

四万十市 認知症家族の会「たんぽぽの会」
　介護の悩みや戸惑い、日々の不安などについて、共に知恵や経験を出し合い、ゆっくり話してみませ

んか。

　家族の人だけでも、認知症の人とご一緒でもかまいません。たくさんの参加をお待ちしています。

日　時　3月28日（水） 13時30分～15時30分

場　所　市役所 １階 会議室101

　※四万十市地域包括支援センターの職員も参加します。

　　薬剤師さんも来ます。薬の相談もできますよ。

【問い合わせ・申込先】

「たんぽぽの会」事務局：松岡時規子　 （34）4528

（市）地域包括支援センター（本庁1階 保健介護課内）

（34）0170

育児相談
　子育てについて思っていること、悩んでいることなど気
軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所しての
相談にも応じます。
※第３木曜日は、家庭相談員による育児相談を行っていま
　す。　9:30～11:30

相談日／月～金曜日　9：30～11:30、13:00～17:00
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●
保
険
証
の
更
新

　

現
在
使
わ
れ
て
い
る
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、３

月
31
日
で
す
。４
月
１
日
か
ら
使
え
る
新
し
い
保
険

証
は
、３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
中
に
75
歳
に
な
る
人
の
保
険
証
の

有
効
期
限
は
、
誕
生
日
の
前
日
で
す
。
誕
生
日
か
ら

は
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

（
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
は
、
75
歳
の
誕
生
月

の
前
月
に
郵
送
し
ま
す
）

●
70
歳
〜
74
歳
の
人
の
自
己
負
担
割
合

　

を
据
え
置
き

　

１
割
負
担
の
人
は
、４
月
か
ら
自
己
負
担
割
合
が

２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
し
た
が
、平
成
25

年
３
月
ま
で
１
割
に
据
え
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。４
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
高
齢
受
給
者
証

は
、保
険
証
と
は
別
に
、３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

●
学
生
用
保
険
証
の
交
付

　

家
族
の
人
が
修
学
の
た
め
、ほ
か
の
市
町
村
に
住

む
場
合
に
は
、
学
生
用
保
険
証
を
交
付
し
ま
す
。
学

生
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書（
在
学
証
明
書
な
ど
）、保

険
証
、印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
外
来
診
療
の
窓
口
で
の
支
払
い
が

　

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す

　

医
療
費
の
家
計
負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
、病

院
や
薬
局
で
の
ひ
と
月
の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
場
合
に
、そ
の
超
え
た
金
額
を
支

給
す
る
高
額
療
養
費
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
高
額
療
養
費
制
度
の
仕
組
み
で
は
、

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
ひ
と
月
の
窓
口
負
担
が

自
己
負
担
限
度
額
以
上
に
な
っ
た
場
合
で
も
、い
っ

た
ん
そ
の
額
を
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

が
、４
月
１
日
か
ら
は
認
定
証
な
ど
を
提
示
す
る
こ

と
で
限
度
額
を
超
え
る
分
は
窓
口
で
支
払
う
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。（
※
１
）

　

な
お
、
入
院
時
の
自
己
負
担
額
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
認
定
証
な
ど
を
提
示
す
る
こ
と

で
限
度
額
ま
で
の
お
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

　

事
前
の
手
続
き
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、下
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
※
１
）
同
じ
月
に
入
院
と
外
来
が
あ
っ
た
場
合
や
、

複
数
の
病
院
を
受
診
し
た
場
合
な
ど
は
、高

額
療
養
費
の
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
※
２
）
現
在
、
認
定
証
（
限
度
額
適
用
認
定
証
ま
た

は
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
）を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
は
そ
の
ま
ま
使

用
で
き
ま
す
。

【問い合わせ・申請先】

（本庁）市民課 国保係 ☎（３４）１１１４　 （総合支所）住民課 住民国保係 ☎（５２）１１１１　

区　　分

●70歳未満の人(国保の人のみ)

●70歳以上の非課税世帯の人

●65歳～69歳の後期高齢者医

療制度加入者で非課税世帯の人

●70歳以上の課税世帯の人

●65歳～69歳の後期高齢者医

療制度加入者で課税世帯の人

事前の手続き

保険証・印鑑を持参のうえ、

認定証の交付を申請してく

ださい（※２）

必要ありません

病院・薬局で

交付された認定証、保険証、高齢

受給者証（70歳以上の国保の人

のみ）を窓口に提示してくださ

い

保険証、高齢受給者証（70歳以上

の国保の人のみ）を窓口に提示

してください

認定証を提示しない場合は、従来どおりの手続きになります。

国民健康保険

国民健康保険・後期高齢者医療制度
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問
い
合
わ
せ
先

　

1
年
間
の
国
民
年
金
保

険
料
を
ま
と
め
て
納
付
す

る
「
前
納
制
度
」
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
保
険
料
が
割

引
と
な
り
お
得
で
す
。

　

4
月
か
ら
の
前
納
を
現

金
納
付
で
希
望
す
る
人
は
、

4
月
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
「
国
民
年
金

保
険
料
納
付
案
内
書
」
に
添

付
さ
れ
た
前
納
用
納
付
書

で
4
月
末
日
ま
で
に
金
融

機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
１
年
度
（
12
カ
月
分
）
や
６
カ
月

　

分
だ
け
で
は
な
く
、
希
望
す
る
月
か
ら
年
度
末
ま
で
の
分

　

を
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　

※
毎
月
の
納
付
も
、
口
座
振
替
の
「
早
割
」（
当
月
末
振
替
）
な

　

ら
月
額
50
円
お
得
で
す
。

　

就
職
、転
職
、退
職
や
結
婚
な
ど
に
よ
り
、国
民
年
金
の
加

入
の
し
か
た
が
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
、そ
の
つ
ど
届
け
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　

■
お
得
な「
前
納
割
引
制
度
」を

　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

■
異
動
に
伴
う
届
け
出
は

　
　
　
　
　
　
　

お
忘
れ
な
く
！

幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
２
丁
目
４-
10
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
４
）１
６
１
６

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

市
民
係
　
　
　

（
３
４
）１
１
１
３

（
総
合
支
所
）住
民
課 

住
民
国
保
係
　

（
５
２
）１
１
１
１

《平成23年度の保険料額》

　　定額保険料　月額　15,020円

※第１号被保険者…自営業者、自由業者、学生などで20歳以上60歳未満の人

※第３号被保険者…厚生年金・共済組合などの加入者に扶養されている20歳以上

　　　　　　　　　60歳未満の妻（夫）

6カ月分

1年分

90,120円

(15,020円×6カ月)

180,240円

(15,020円×12カ月分)

定額保険料

こんなとき どうする 必要なもの 届け出先

前納金額

177,040円

（割引額：3,200円）

89,390円

（割引額：730円）

会社等を退職

したとき

会社等に就職

したとき

配偶者の扶養

からはずれた

とき

年金手帳・扶養から

はずれた日のわかる

書類・印鑑

結婚や退職等で

配偶者の扶養に

なったとき

第3号被保険者への種別変更の手続きを

する

第3号被保険者から
第1号被保険者への
種別変更の手続きを
する

国民年金に加入の

手続きをする

会社(事業主)または共済組合などから届け出をしますので、

自分で手続きをする必要はありません

年金手帳・退職日の

わかる書類・印鑑

（本　　庁）市民課

（総合支所）住民課

配偶者の勤務先

（本　　庁）市民課

（総合支所）住民課

平
成
24
年 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

平
成
24
年 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

平
成
24
年 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

県
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、安
全
で
安
心
な
人

に
や
さ
し
い
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
組

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、交
通
事
故
を
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間 

　

4
月
6
日（
金
）〜
15
日（
日
）

運
動
の
基
本
　

　

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

重
点
目
標

　

1
．自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進（
特
に
、自
転

車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
） 

　

2
．全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

3
．飲
酒
運
転
の
根
絶 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）環
境
生
活
課 

市
民
生
活
係

　
　
　
　
　

☎（
3
5
）4
1
4
7

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課 

地
域
振
興
係

　
　
　
　
　

☎（
5
2
）1
1
1
1
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３
月
も
半
ば
を
過
ぎ
る
と
ト
ン
ボ
の
羽
化
が
始
ま
り
、

春
咲
き
の
花
が
次
々
と
開
花
し
ま
す
。
ト
ン
ボ
の
羽
化
観

察
は
、
晴
天
で
最
高
気
温
が
20
℃
を
越
え
そ
う
な
日
の
午

前
９
時
頃
か
ら
正
午
ま
で
が
最
高
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

駐
車
場
前
水
路
で
は
タ
ベ
サ
ナ
エ
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
池

周
辺
な
ら
オ
オ
イ
ト
ト
ン
ボ
や
ト
ラ
フ
ト
ン
ボ
、
右
谷
奥

の
湿
地
保
護
区
で
は
シ
オ
ヤ
ト
ン
ボ
と
ヨ
ツ
ボ
シ
ト
ン

ボ
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

春
の
花
は
ス
ミ
レ
探
し
が
お
す
す
め
で
す
。
池
田
側
の

土
手
に
ス
ミ
レ
、
芝
生
広
場
に
ヒ
メ
ス
ミ
レ
や
ア
リ
ア
ケ

ス
ミ
レ
、
ス
イ
レ
ン
池
の
岸
に
は
ニ
ョ
イ
ス
ミ
レ
、
通
称

「
ウ
ツ
ギ
通
り
」
の
崖
下
に
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
右
谷
奥
の

日
溜
り
に
シ
ハ
イ
ス
ミ
レ
が
咲
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
「
す
み
れ
色
」
と
い
え
ば
紫
を
連
想
し
ま
す

が
、
上
記
の
中
で
紫
色
は
ス
ミ
レ
と
ヒ
メ
ス
ミ
レ
だ
け
、

シ
ハ
イ
ス
ミ
レ
は
ピ
ン
ク
で
す
し
、
ア
リ
ア
ケ
ス
ミ
レ
は

純
白
で
す
。
実
は
ス
ミ
レ
と
い
う
名
称
、
色
か
ら
で
は
な

く
、
形
が
似
て
い
る
大
工
道
具
の
「
墨
入
れ
」
か
ら
き
て
い

る
の
だ
そ
う
で
す
。

トラフトンボの羽化

アリアケスミレ

　(財)四万十市体育協会では、四万十の日制定を記念し、環境保護思想の高揚と健康増進を図ること
を目的に、4月8日（日）から5月31日（木）までの期間、下記の日程でスポーツ大会を開催します。

第23回 四万十の日制定記念 春季市民スポーツ大会

安並運動公園 温水プール

河川敷ゲートボール場

西南大規模公園(大方) テニスコート

具同体育センター

足摺半島「唐人駄馬」　8:30具同体育センター発

安並運動公園 卓球場

スポーツセンター アリーナ

安並運動公園 四万十スタジアム

安並運動公園 運動広場

安並運動公園 武道場

スポーツセンター アリーナ

安並運動公園 四万十スタジアム

安並運動公園 運動広場

西南大規模公園(大方) テニスコート

工石山(標高1,177ｍ)「県民の森」 7:30安並スポーツセンター発

安並運動公園 四万十スタジアム

安並運動公園 運動広場

スポーツセンター アリーナ

具同体育センター

安並運動公園 弓道場

安並運動公園 相撲場

渡川緑地公園

スポーツセンターアリーナ

具同体育センター

安並運動公園 運動広場

安並運動公園 運動広場

安並運動公園 運動広場

日　　程 種　　　　目 場　　所　　等

水　泳

ゲートボール

ソフトテニス(一般・Jr)

居 合 道

登　山(中村山の会)

卓　球

ミックスバレーボール

軟式野球

ペタンク

空 手 道(玄武館)

バドミントン

軟式野球

実年ソフトボール

ソフトテニス(中学生)

登　山(シ・マムタの会)

軟式野球(決勝戦)

壮年ソフトボール

スカッシュバレーボール

９人制女子バレーボール

弓　道

相　撲

タスキリレー(ランナーズ)

剣　道

家庭婦人バレーボール

シニアソフトボール

グラウンド・ゴルフ

早起きソフトボール(早朝)

４/８（日）

４/15（日）

４/22（日）

４/29（日）

５/７（木）

４/2～５/31

※日程、場所等は変更になる場合があります。

【問い合わせ先】(財)四万十市体育協会事務局　☎（37）4558
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土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
で
は
、Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
あ
わ
せ
て
、３
月
17
日（
土
）

に
ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
い
ま
す
。主
な
改
正
点
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
特
急「
あ
し
ず
り
54
号
」を
廃
止

　

中
村
駅
発
21
時
50
分
↓
高
知
駅
着
23
時
37
分

の
特
急「
あ
し
ず
り
54
号
」を
廃
止
し
ま
す
。

　

中
村
駅
発
の
高
知
行
き
特
急
列
車
は
中
村
駅

発
19
時
33
分
↓
高
知
駅
着
21
時
15
分
の
特
急

「
あ
し
ず
り
10
号
」が
最
終
便
に
な
り
ま
す
。

●
特
急「
南
風
」・「
し
ま
ん
と
」の

　

一
部
列
車
の
運
転
区
間
を
変
更

　

こ
れ
に
よ
り
高
知
駅
で
乗
り
換
え
を
す
る
場

合
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

※

高
知
駅
で
の
乗
り
換
え
は
同
じ
ホ
ー
ム（
１
番

　
　

の
り
ば⇔

２
番
の
り
ば
）と
な
り
ま
す
。

●
列
車
の
時
刻
を
変
更

　

そ
の
他
の
列
車
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ
四
国
と
の

時
刻
の
調
整
等
で
、最
大
６
分
の
時
刻
変
更
を

行
い
ま
す
。

　

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、広
報
四
万
十
３
月
号
と
一

　
　

緒
に
配
布
し
て
い
る
、土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
時

　
　

刻
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い

　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
株
式
会
社 

中
村
駅

　

☎（
３
５
）４
９
６
１

　

１
月
28
日
（
土
）
、
中
村
駅
前
広
場
で
第
７
回

中
村
駅
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
マ
イ
レ
ー
ル
意
識
の
啓
発
と
駅

前
の
賑
わ
い
の
創
出
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
例
年
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
駅
前
広
場
改

修
工
事
の
完
成
を
待
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
列
車
撮
影
会
や
県

立
中
村
中
学
高
等
学
校
音
楽
部
の
吹
奏
楽
演

奏
、餅
投
げ
な
ど
が
行
わ
れ
、最
後
は
こ
の
時
期

に
珍
し
い
花
火
の
打
ち
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

寒
い
時
期
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
人

か
ら
子
供
ま
で
多
く
の
人
が
訪
れ
、
出
店
し
て

い
る
物
産
店
な
ど
も
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。
公
共
交
通

の
必
要
性
に
つ

い
て
考
え
る
良

い
機
会
に
な
っ

た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

ま
つ
り
に
ご

協
力
、
ご
参
加

し
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
、
ど

う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
ダ
イ
ヤ
改
正

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
ダ
イ
ヤ
改
正

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
ダ
イ
ヤ
改
正

中
村
駅
ま
つ
り

中
村
駅
ま
つ
り

中
村
駅
ま
つ
り

　

初
め
て
の
四
万
十
は
、一
昨
年
12
月
９
日
、歩
き
遍
路
で
38
番
札

所
金
剛
福
寺
へ
の
途
中
、中
村
駅
前
で
一
泊
す
る
た
め
で
し
た
。

　

室
戸
か
ら
土
佐
湾
沿
い
を
ひ
た
す
ら
歩
き
や
っ
と
辿
り
着
い
た

の
で
す
が
、あ
ま
り
の
難
儀
さ
に
、諦
め
て
帰
ろ
う
か
と
迷
っ
て
い

た
時
、バ
ス
停
前
の
店
か
ら
、女
性
が
お
盆
に
和
菓
子
と
お
茶
を
の

せ
て
こ
ら
れ「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。歩
き
遍
路
は
お
大
師
さ
ん
の

お
加
護
が
２
倍
に
も
３
倍
に
も
な
り
ま
す
よ
」と
温
か
い
言
葉
と

お
接
待
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、食
料
調
達
に
コ
ン
ビ
ニ
へ
入
る
と
女
店
員
さ
ん
に「
車

に
気
を
付
け
て
元
気
で
歩
い
て
く
だ
さ
い
」と
励
ま
さ
れ
、ホ
テ
ル

で
は
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
金
剛
福
寺
へ
の
道
を
懇
切
丁
寧
に
説
明
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

お
接
待
、励
ま
し
の
お
言
葉
、親
切
な
応
対
を
次
々
と
し
て
く
だ

さ
っ
た
四
万
十
の
人
々
の
温
か
さ
に
、萎
え
そ
う
に
な
っ
て
い
た

気
持
ち
も
い
つ
の
間
に
か
消
え
、こ
こ
で
止
め
た
ら
ア
カ
ン
、お
大

師
さ
ん
に
合
わ
す
顔
も
な
い
と
思
い
直
し
、翌
日
か
ら
久
百
々
、38

番
、39
番
と
歩
き
土
佐
を
無
事
打
ち
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
一
国
参
り
で
伊
予
、讃
岐
と
巡
り
、辛
く
な
る
と
四
万
十

の
こ
と
を
思
い
だ
し
、
昨
年
の
11
月
22
日
に
つ
い
に
結
願
で
き
ま

し
た
。

　

今
春
に
は
高
野
山
に
お
礼
参
り
に
ゆ
き
、
四
万
十
市
の
平
和
と

発
展
を
お
祈
り
し
て
き
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

豊
田   

廉

　
　
　

 

兵
庫
県
明
石
市

　
　
　

 

昭
和
19
年
生
ま
れ

四
万
十
の
人
々
の
温
か
さ
に
触
れ
て

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
りさ

と
し

平
成
24
年
3
月
号

25



メモリアルウエディング 船上結婚式 　

４
月
10
日
の
「
四
万
十
の
日
」
に
、
全
国
の
希
望

者
か
ら
選
ば
れ
た
３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
、
春
の
四

万
十
川
に
浮
か
ぶ
屋
形
船
で
行
う
結
婚
式
を
行
い

ま
す
。

日
　

時
　

４
月 

10
日（
火
）
　

午
前
中

場
　

所
　

佐
田
沈
下
橋
付
近
〜
三
里
沈
下
橋
付
近

内
　

容

　

・
新
郎
様
の
タ
キ
シ
ー
ド

　

・
新
婦
様
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス

　

・
屋
形
船
上
で
の
人
前
結
婚
式（
約
２
時
間
）
を

　

  

４
月
10
日
（
四
万
十
の
日
）
に
限
り
、
１
組
様

　

  

4
万
10
円
に
て
挙
式
し
ま
す
。

主
　

催
　

　

  

四
万
十
D
＆
H（
ド
リ
ー
ム 

ア
ン
ド 

ホ
ー
プ
） 

後
　

援
　

中
村
商
工
会
議
所 

　
　
　
　

（
社
）四
万
十
市
観
光
協
会 

　
　
　
　

（
有
）K
H
K　

ほ
か

催
　

し

　

豊
富
な
遊
び
と
運
動
、
体
験
交
流
、
学
習
活
動

の
三
つ
の
柱
で
百
余
名
の
園
児
が
元
気
よ
く
学

ん
で
い
ま
す
。満
３
歳
よ
り
随
時
入
園
で
き
ま
す
。

教
育
時
間
　

9
時
〜
15
時

　
　
　
　
　

（
預
か
り
保
育：

8
時
〜
18
時
）

授
業
料
　

　

2
万
1
千
5
百
円
〜
2
万
3
千
円

　

（
就
園
補
助
金
年
額
3
万
7
千
円
〜

　

 

23
万
3
千
円
を
利
用
で
き
ま
す
）
　

入
園
金
　

4
万
円
　
　
　

給
食
代
　

月
額
5
千
5
百
円

　
　
　
　

（
家
庭
弁
当
か
園
給
食
か
選
択
可
）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
代

　

月
額
3
千
5
百
円（
希
望
制
）     

募
　

集

中村幼稚園 平成24年度園児募集

中村幼稚園　☎（34）7511
ホームページ http://www4.ocn.ne.jp/̃nakayo/

問

問

（市）人権啓発課　☎（35）1035問

四万十D＆H（花嫁衣裳おぐら内)
〒787-0025 四万十市中村一条通三丁目　☎(34)2259

　

市
で
は
、人
権
啓
発
活
動
地
方
委
託
事
業
の
一

環
と
し
て
、講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
　

時
　

3
月
17
日（
土
）

　
　
　
　

19
時
〜
20
時
30
分（
開
場：

18
時
30
分
）

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

2
階
大
ホ
ー
ル

講
　

師
　

江
嶋
修
作（
解
放
社
会
学
研
究
所
所
長
）

演
　

題
　

　

人
権
は
世
界
の
常
識

　

ー
フ
ク
シ
マ
（
福
島
原
発
事
故
）
を
通
し
て
考

　
　

え
る
ー

入
場
料
　

無
料

※
手
話
通
訳
あ
り

催
　

し

人権啓発講演会

地震の基礎知識
～マグニチュードと震度～

　地震のマグニチュードと震

度は混合されやすいですが、両

者には違いがあります。

　マグニチュード(M)とは「地

震のエネルギーの大きさ(規

模)｣を指します。東北地方太平

洋沖地震のマグニチュードは

9.0で、国内観測史上最大の規

模でした。マグニチュードは１

大きくなるとエネルギーは32

倍になります。

　一方、震度とは「地面の揺れ

の大きさ」を指します。震度階

級は「震度０」「震度１」「震度２」

「震度３」「震度４」「震度５弱」

「震度５強」「震度６弱」「震度６

強」「震度７」の１０階級となっ

ています。震度3になると屋内

にいるほとんどの人が揺れを

感じるようになり、震度5強に

なると物につかまらないと歩

くことが困難になります。震度

７にもなると揺れに翻弄され、

ほとんどの家具が移動し、飛ぶ

ものもあります。
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教
室
・
講
座

春休み早朝子ども水泳教室
　

水
に
親
し
み
水
泳
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る

た
め
、
春
休
み
期
間
中
に
水
泳
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

日
　

程

【
第
１
講
習
】３
月
27
日(

火)

、28
日(

水)

　
　
　
　
　
　
　

29
日(

木)

、30
日(

金)

【
第
２
講
習
】４
月
２
日(

月)

、３
日(

火)

　
　
　
　
　
　
　

４
日(

水)

、５
日(

木)

時
　

間
　

８
時
〜
９
時

場
　

所
　

市
立
温
水
プ
ー
ル（
安
並
）

対
象
者
　

年
長
児
〜
小
学
生

定
　

員
　

各
講
習
40
人

　
　
　
　

（
希
望
の
講
習
か
ら
受
講
可
）

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

指
導
者
　

　

(

財)

四
万
十
市
体
育
協
会
委
嘱
の
水
泳
指
導
者

受
講
料
　

１
講
習（
４
日
間
）

：

２
千
円

　
　
　
　

２
講
習（
８
日
間
）

：

３
千
５
百
円

※
講
習
欠
席
の
場
合
、受
講
料
等
の
払
戻
は
し

　

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

入
館
料
　

2
1
0
円（
１
回
当
た
り
/
温
水
期
）

※

回
数
券
・
会
員
券
利
用
可

保
険
料

・
第
１
講
習
参
加
者
で
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険

　

未
加
入
者
掛
金
2
0
0
円

・
第
２
講
習
参
加
者
で
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険

　

未
加
入
者
掛
金
8
0
0
円

　

（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
期
間：

　

 

平
成
24
年
4
月
1
日
〜
平
成
25
年
3
月
31
日
）

受
　

付
　

　

３
月
８
日
（
木
）
９
時
よ
り
所
定
の
申
込
用

　

紙
に
記
入
の
上
、
受
講
料
・
保
険
料
を
添
え

　

て
下
記
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

(

電
話
で
の
受
付
は
し
ま
せ
ん)

　

催
　

し

玖木の一日春の花めぐり＆橋めぐり～紙すき体験！～ 　

四
万
十
川
支
流
の
中
で
屈
指
の
透
明
度
を
誇

る
平
成
の
名
水
百
選「
黒
尊
川
」沿
い
に
咲
く
色

と
り
ど
り
の
春
の
花
と
橋
め
ぐ
り
、
紙
す
き
体

験
に
参
加
し
て
、
山
々
に
囲
ま
れ
た
玖
木
の
温

か
い
人
情
に
ふ
れ
て
、
素
敵
な
一
日
を
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

昼
食
は
、し
し
汁
や
山
菜
の
天
ぷ
ら
、ち
ら
し

寿
し
…
な
ど
地
元
食
材
た
っ
ぷ
り
の
田
舎
料
理

で
す
！

日
　

時
　

４
月
８
日（
日
）
　

10
時
〜
15
時

集
合
場
所
　

　

玖
木
公
民
館（
西
土
佐
玖
木
１
３
２
ー
５
）

募
集
人
数
　

30
人

参
加
費
　

２
５
０
０
円

　
　
　
　

小
学
生
は
１
３
０
０
円 

　
　
　
　

小
学
生
未
満
は
無
料
　
　

　
　
　
　

※
昼
食
代
込
み

内
　

容
　

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
春
の
花
＆
橋
め
ぐ
り
）

　

紙
す
き
体
験（
は
が
き
サ
イ
ズ
）

　

山
菜
採
り
体
験
　

な
ど

※
天
候
等
に
よ
り
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

申
込
締
切
　

４
月
５
日（
木
）

 

　
　

申問
西土佐体感ツーリズム事務局「山間屋」
☎（31）6474　FAX（31）6475

問
(財)四万十市体育協会（市民スポーツセンター内）
 ☎（34）2071

たのしい水泳教室
■
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
水
泳
教
室

日
　

時
　

毎
週
火
曜
日
　

17
時
〜
18
時
30
分

対
象
者
　

原
則
、市
内
の
幼
児（
年
長
児
）、

　
　
　
　

小
学
生
、中
学
生
、高
校
生

定
　

員
　

60
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
大
人
対
象
の
水
泳
教
室

　

健
康
の
た
め
に
水
泳
を
始
め
て
み
た
い
！
正

し
い
泳
ぎ
方
を
覚
え
た
い
！

　

初
級
者
・
中
級
者
の
た
め
の
水
泳
教
室
で
す
。

日
　

時
　

毎
週
火
曜
日
　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

コ
ー
ス
　

初
級
者
コ
ー
ス

　
　
　
　

（
楽
し
く
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
人
）

　
　
　
　

中
級
者
コ
ー
ス

　
　
　
　

（
上
手
に
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
人
）

定
　

員
　

各
コ
ー
ス
と
も
20
人

　
　
　
　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）
　

《
共
通
事
項
》

開
催
期
間
　

平
成
24
年
４
月
３
日（
火
）〜

　
　
　
　
　

平
成
25
年
３
月
26
日（
火
）

会
　

費
　

月
額
１
千
円
　

※
別
途
温
水
プ
ー
ル
入
場
料
必
要
。

　

回
数
券
、会
員
券
可

保
険
料
　

　

平
成
24
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
未
加
入
の
人

　

（
年
額
）

　
　

一
般
　

１
８
５
０
円

　
　
　

※
年
齢
65
歳
以
上
の
方
は
１
千
円

　
　

中
学
生
以
下
　

８
０
０
円

指
　

導
　

藤
泳
会
ス
タ
ッ
フ

受
付
期
間
　

３
月
１
日（
木
）〜

申
込
方
法
　

窓
口
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ

※
平
成
23
年
度
参
加
者
の
人
も
新
規
お
申
込
く

　

だ
さ
い
。

教
室
・
講
座

問 申

申

(財)四万十市体育協会(安並スポーツセンター内)
☎（34）2071　FAX（34）4894

口屋内大橋から 8㎞(約10分)
四万十市街から28㎞(約40分)

玖木玖木

玖木サーキット玖木サーキット

四
万
十
川

四
万
十
川

至
四
万
十
市
街

至
四
万
十
市
街

口屋内小学校口屋内小学校

口屋内口屋内

口屋内沈下橋口屋内沈下橋

口屋内郵便局口屋内郵便局
口屋内大橋口屋内大橋

至江川﨑至江川﨑

黒
尊
川

黒
尊
川

平
成
24
年
3
月
号
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相
　

談

定期相談所

（本庁）総務課
☎(34)1804

高知地方法務局
四万十支局
☎(34)1600

幡多福祉人材バンク
　（四万十市社会福祉
　 協議会内） 　
　☎(35)5514

日本政策金融公庫 
高知支店 農林水産事業
　☎ 088(825)1091

行政相談所

特設人権相談所

福祉のしごと移動相談

福祉のしごと日曜相談

無料農業経営相談

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

社会福祉センター

大宮生活改善
センター

３月19日（月）
13時～16時

４月６日（金）
９時～12時

社会福祉センター

JA高知はた
本所 3階

毎週月～金曜日
9時～17時

3月25日（日）
13時～17時

３月22日（木）

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》武田二三生 ☎(35)6414
　　　　　正木　卓夫 ☎(37)2560

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待・交通事
故・裁判費用など人権に関する問題
（無料、秘密厳守）

福祉関係の仕事に就職・転職を希望す
る人の登録と就職に関しての相談（無
料、秘密厳守）

農業に関する借入相談、経営全般に関
するお悩みなどの相談（要事前予約）

お
知
ら
せ

遺言と成年後見～講演会＆ケース検討会、相談会～ 　

高
齢
者
・
障
害
者
の
法
律
問
題
、将
来
の
財

産
管
理
や
死
後
の
相
続
問
題
に
不
安
を
持
っ

て
い
る
人
や
そ
の
家
族
の
ほ
か
、
関
係
す
る

行
政
職
員
・
介
護
関
係
者
な
ど
に
成
年
後
見

制
度
と
遺
言
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話

を
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、ケ
ー
ス
検
討
会
を
通
じ
て
、日
頃

か
ら
高
齢
者
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題
に
携

わ
っ
て
い
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
や
介
護
関
係
者
な
ど
の
皆
さ
ま
と
司
法
書

士
・
社
会
福
祉
士
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
お
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
に
は
直
接
相
談
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

日
　

時
　

3
月
21
日（
水
）

　
　
　
　

13
時
〜
17
時

　
　
　
　（
受
付：

12
時
30
分
〜
）

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

内
　

容

　

第
１
部：

13
時
〜
15
時

　
　
○
講
演
会

　
　

講
師：
田
中
勇

　
　
　
　

（
司
法
書
士
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
高
知
支
部
長
）

　

第
２
部：

15
時
〜
17
時

　
　
○
ケ
ー
ス
検
討
会

　
　
　

出
席
者：

司
法
書
士
、社
会
福
祉
士 

ほ
か

　
　

○
相
談
会

　
　
　

相
談
員：

司
法
書
士
、社
会
福
祉
士

参
加
費
　

無
料

教
室
・
講
座

ジョブカフェこうち・幡多サテライト

しごと体験講習 　

若
年
者
（
39
歳
ま
で
）
の
未
就
職
者
で
、
求

職
中
の
人
に
短
期
間
（
最
長
で
7
日
間
）
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
人
中
の
企
業
に
お
い
て
、

他
の
従
業
員
た
ち
と
一
緒
に
実
際
の
仕
事
を

体
験
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
求
職
者
と
企
業
と
の
相
互
理
解

を
深
め
、
互
い
に
ぴ
っ
た
り
の
就
職
に
つ
な

げ
る
こ
と
に
、
お
役
立
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
講
習
終
了
後
の
雇
用
を
約
束
す
る
も
の
で

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

手
当
て（
1
日
あ
た
り
）

・
講
習
時
間
が
4
時
間
未
満：

2
5
7
0
円

・
講
習
時
間
が
4
時
間
以
上
8
時
間
以
内：

　

5
1
4
0
円

相
　
　

談

成年後見制度 無料相談会
　

「
一
人
暮
ら
し
の
た
め
、将
来
が
不
安
」「
障

害
を
も
っ
て
い
る
子
ど
も
の
将
来
が
心
配
」

「
親
の
た
め
に
使
お
う
と
思
う
け
ど
、親
名
義

の
預
貯
金
が
お
ろ
せ
な
い
」
…
な
ど
の
心
配

事
の
た
め
の
個
別
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

日  

時
　

３
月
17
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
〜
14
時

場  

所
　

市
立
中
央
公
民
館

　
　
　
　

１
階 

大
会
議
室

問 高知県司法書士会　☎ 088(825)3131

問

ジョブカフェこうち・幡多サテライト（アピアさつき１階）
☎（34）6860（火・木・土/11時～19時）　FAX（34）6866
E-mail:jcc-hata@opal.ocn.ne.jp

問
高知県行政書士会幡多支部
担当：西川　☎（31）0077

平
成
24
年
3
月
号

28



平
成
24
年
3
月
号

29

募
　

集

平成24年度 

県立中村高等技術学校訓練生 追加募集
受
付
期
間
　

3
月
9
日（
金
）〜
23
日（
金
）

試
験
日
　
　

3
月
29
日（
木
）

試
験
科
目
　

数
学
、面
接

合
格
発
表
　

3
月
30
日（
金
）

　

詳
し
い
内
容
や
問
い
合
わ
せ
は
下
記
の
学

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
電
話

で
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
高知県立中村高等技術学校（〒787-0019 具同5179）　
☎（37）2723　http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/151305

募
集
科

木
造
建
築
科

2
年

中
学
校
卒
業
者
で

29
歳
以
下

左
官
・

タ
イ
ル
施
工
科

2
年

中
学
校
卒
業
者
で

35
歳
以
下

総
合
住
宅

サ
ー
ビ
ス
科

6
ヶ
月

中
学
校
卒
業
者
で

65
歳
以
下

応
募
資
格

訓
練
期
間

お
知
ら
せ

四万十いやしの里 営業時間変更　

4
月
1
日
（
日
）
よ
り
次
の
と
お
り
変
更
と

な
り
ま
す
。

営
業
時
間  

４
月
〜
10
月：

６
時
〜
22
時

11
月
〜
３
月：

６
時
30
分
〜
22
時

※
入
湯
は
21
時
30
分
ま
で
受
付
。

薬
湯
は
毎
日
あ
り
ま
す
。

タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
　

（
平
日
）10
時
〜
15
時

問 四万十いやしの里　☎（31）5111

　「中村地区みかじめ料等縁切り同盟」は平成20年3月から発足して今年で5年
目となります。その会員数は年々増加し、平成24年1月末現在で159店となって
います。
　「縁切り同盟」会員になることにより、みかじめ料などを要求する暴力団に対
して、高知弁護士会、暴力追放高知県民センターが会員に代わって支払い拒否
手続きを行い、警察からは警告を発するとともに、責任を持って会員の安全を
守ります。
　暴力団を四万十市から排除するためにも、新規の加盟をお勧めします。

※みかじめ料：暴力団が飲食店や企業などから、「用心棒料」などの名目で金銭を取り立
　　　　　　  てる不当な要求。

■加盟店は、店頭に「縁切り同盟会員の店」のステッカーを貼っています。
　また、加盟店の場所、連絡先をまとめた「縁切りマップ」を市役所、観光案内所、
　宿泊施設などの窓口で配布していますので、ご利用ください。

｢みかじめ料等縁切り同盟」新規会員募集

【問い合わせ先】中村警察署 刑事生活安全課　☎(34)0110（代表）

広報四万十では皆さまからの投稿や情報を募集しています
■投稿できるもの
「ニュース」「話題」「自慢」「写真」「イベント・サークル紹介」「市政に対するご意見・ご提案」など

注
意
事
項

・「広報掲載希望」と明記してください。

・匿名希望の場合は、その旨を明記してください。　

　　　　　　　　　　　　　　　（ペンネーム可）

・文章は３００字程度以内としてください。

・投稿していただく写真（デジタル可）などは、返却  

　不要なものにしてください。

・営利・政治・宗教活動、その他広報の公共性・公益　

　性を損なうものは掲載できません。

問い合わせ先

投稿先
●電子メール　kouhou@city.shimanto.lg.jp

●郵送、持参　
　〒787-8501  四万十市中村大橋通4-10  四万十市役所企画広報課 秘書広報室 広報公聴係

(市)企画広報課 秘書広報室 広報公聴係　 (34)1810　FAX(35)0007

※掲載の可否に関するご連絡は、原則いたしませんので、あらかじめご了承ください。



市民のひろば

お知らせお知らせ
　

本
来
、
人
間
で
あ
れ
ば
誰
で
も
が
い
く
つ
の
こ

と
ば
で
も
話
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、
講
師
自

身
の
体
験
を
も
と
に
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま

す
。
加
速
し
て
い
く
こ
れ
か
ら
の
国
際
化
の
中
で

の
び
の
び
と
生
き
て
い
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド

「
多
言
語
」
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
探
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
て
も
ゆ
っ
く
り
お
話
が

聞
け
る
よ
う
、託
児
も
あ
り
ま
す
。ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

４
月
７
日（
土
）
　

14
時
〜
16
時

場
　

所
　

ふ
る
さ
と
会
館（
古
津
賀
）

講
　

師
　

高
橋
智
華（
言
語
交
流
研
究
所
研
究
員
）

参
加
費
　

無
料

託
　

児
　

１
人
３
０
０
円（
要
予
約
）

主
　

催
　

ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
西
日
本

後
　

援
　

(
市)
教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

言
語
交
流
研
究
所 

ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　

☎
０
１
２
０-

５
５
７-
７
６
１

　
　

（
平
日
10
時
〜
16
時
）

　

小
島
　

☎
０
８
０-

６
３
９
３-
４
７
５
３

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
５
５
）３
４
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

投
稿
者：

小
島
ノ
リ
コ

講
演
会「
７
ヶ
国
語
で
話
そ
う
。」

多
言
語
の
力

〜
子
育
て
中
の
マ
マ
大
活
躍
！
〜
　

平
成
20
年
に
市
内

の
小
学
６
年
生
を
対

象
に
結
成
さ
れ
た
四

万
十
ボ
ー
イ
ズ
で
す

が
、
今
年
の
４
期
生

は
26
人
の
子
ど
も
た

ち
が
参
加
し
て
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

活
動
の
メ
イ
ン
は

12
月
26
日
か
ら
兵
庫

県
宝
塚
市
に
て
開
催

さ

れ

た
「

ベ

ー

ス

ボ
ー
ル
ス
ピ
リ
ッ
ツ

杯
」
に
出
場
す
る
こ

と
で
し
た
。
大
会
で

は
練
習
の
成
果
を
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
、
１
回
戦
の
「
北
海
道
選
抜
」

戦
に
10
対
２
で
勝
利
。続
く
２
回
戦
は
、優
勝
し
た

「
尼
崎
市
選
抜
」に
惜
し
く
も
１
対
２
で
敗
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

大
会
参
加
に
あ
た
っ
て
は
皆
さ
ま
方
に
は
心
強

い
激
励
を
は
じ
め
、
多
く
の
お
心
遣
い
を
い
た
だ

き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

４
期
生
の
取
り
組
み
は
３
月
を
持
っ
て
終
了
と

な
り
ま
す
が
、
い
た
だ
い
た
ご
恩
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、今
後
も
学
業
、ス
ポ
ー
ツ
に
精
一
杯
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

投
稿
者：

四
万
十
ボ
ー
イ
ズ
保
護
者
会 

下
岡
俊
広

四
万
十
ボ
ー
イ
ズ

　

４
期
生
か
ら
の
お
礼

報　  告報　  告

お知らせ報　  告報　  告

　

２
月
５
日（
日
）、高
知
文
教
会
館（
高
知
市
）で
、

「
第
41
回
全
国
支
部
将
棋
名
人
戦
県
予
選
」お
よ
び

「
第
37
回
小
学
生
将
棋
名
人
戦
予
選
」
が
行
わ
れ
、

団
体
戦
、
小
学
生
個
人
戦
の
部
で
、
岩
瀬
３
兄
弟

（
安
並
）を
含
む
４
名
が
優
勝
し
ま
し
た
。

■
第
41
回
全
国
支
部
将
棋
名
人
戦
県
予
選

　

団
体
戦（
三
人
制
）
̶

優
勝

　
　

岩
瀬 

航（
中
村
高
校
２
年
）

　
　

岩
瀬 

晃
人（
県
立
中
村
中
学
校
２
年
）

　
　

角
辻 

公
樹（
中
村
一
条
通
）

　

西
日
本
大
会
（
４
月
20
日
〜
22
日
、
大
阪
市
）
の

　

出
場
資
格
を
得
ま
し
た
。

■
第
37
回
小
学
生
将
棋
名
人
戦
予
選

　

小
学
生
個
人
戦
̶

優
勝

　
　

岩
瀬 

朋
矢（
東
山
小
学
校
５
年
）

　

西
日
本
大
会（
３
月
17
日
、18
日
、大
阪
市
）の
出

　

場
資
格
を
得
ま
し
た
。

将
棋
大
会
で
岩
瀬
３
兄
弟
が
優
勝

将
棋
大
会
で
岩
瀬
３
兄
弟
が
優
勝

後列左より：角辻公樹、岩瀬航、岩瀬晃人
手前：岩瀬 朋矢

投
稿
者：

角
辻
公
樹

平
成
24
年
3
月
号

30



平
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3
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く83

　

歴
史
家
た
ち
は
、
人
々
が
集
団
で

暮
ら
し
始
め
た
頃
の
家
族
は
母
権
社

会
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

母
権
社
会
と
は
、
説
明
の
必
要
も

な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
家
族
の
中

心
に
母
親
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
父
権
社
会
に

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
当
然
、
地
域
に

よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
今
か
ら
六
千
年
く
ら
い

前
に
変
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
日
本
の
父
権
制
度
は
、
歴
史

が
き
わ
め
て
浅
い
の
で
は
と
も
思
わ

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
日
本
は
長
い

こ
と
母
親
に
権
力
の
あ
る
社
会
だ
っ

た
の
で
す
。

　

大
野
晋
の「
日
本
語
の
成
立
」を
読

む
と
、南
イ
ン
ド
の
タ
ミ
ル
語
が
、三

千
年
ほ
ど
前
に
稲
作
や
金
属
使
用
、

機
械
、
神
と
い
う
考
え
方
な
ど
と

い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
来
た
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。同
時
に
、南
イ
ン
ド
の
恋

愛
や
結
婚
の
習
俗
も
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。

　

世
界
最
古
の
詩
歌
集『
万
葉
集
』で

解
る
よ
う
に
、古
代
日
本
で
は「
妻
問

い
婚
」で
、男
が
女
の
家
に
通
う
習
わ

し
で
し
た
。
結
婚
式
は
み
な
妻
方
で

行
わ
れ
た
し
、
不
動
産
な
ど
は
母
か

ら
娘
へ
と
相
続
さ
れ
ま
し
た
。
訪
問

婚
だ
か
ら
男
が
来
な
い
と
き
も
あ
る
。

す
る
と
女
が
怨
ん
で
五
七
五
七
七
の

詩
を
作
る
。
こ
れ
が
み
な
タ
ミ
ル
地

方
に
も
あ
る
風
俗
と
同
じ
な
の
で
す
。

文
明
や
文
化
と
い
う
も
の
は
セ
ッ

ト
で
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。敗
戦
後
の

ア
メ
リ
カ
英
語
、
ロ
ー
マ
字
、
ジ
ャ

ズ
、映
画
、テ
レ
ビ
、チ
ュ
ー
イ
ン
ガ

ム
、プ
ロ
野
球
、民
主
主
義
、言
論
の

自
由
、
基
本
的
人
権
、
性
の
自
由
化
、

ポ
ル
ノ
解
禁
な
ど
、こ
の
半
世
紀
に

わ
た
っ
て
、日
本
に
届
け
ら
れ
た
先

進
国
文
化
の
経
緯
と
全
く
同
じ
こ

と
と
合
点
で
き
ま
す
。

　

応
神
天
皇
の
頃
、百
済
の
王
仁
に

よ
っ
て
漢
字
が
伝
え
ら
れ
、中
国
文

化
も
押
し
寄
せ
て
き
ま
す
。貴
族
た

ち
は
競
っ
て
漢
字
文
化
を
習
得
し

て
い
き
ま
す
が
、女
性
た
ち
は
漢
字

か
ら
変
化
し
た
「
仮
名
文
字
」
を

使
っ
て
文
章
を
創
り
ま
す
。『
源
氏

物
語
』は
父
権
社
会
的
な
貴
族
制
度

の
中
に
あ
っ
て
、な
お
ま
だ
母
権
社

会
が
続
け
ら
れ
て
い
る
証
拠
と
も

考
え
ら
れ
る
物
語
で
す
。

　

日
本
が
父
権
社
会
に
な
る
の
は
、

武
士
の
社
会
が
出
来
た
頃
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
で
も
一
家

の
大
黒
柱
の
横
に
は
堂
々
た
る
母

親
が
存
在
し
続
け
た
の
が
日
本

だ
っ
た
よ
う
で
す
。母
権
社
会
は
現

代
も
揺
る
い
で
い
な
い
風
に
も
見

え
ま
す
が
、あ
な
た
の
ご
家
庭
は
父

権
？
母
権
？
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。

　　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
　

衞

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

お
誕
生

　

お
め
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と
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藤
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柚
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市
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歩
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都
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安
田
 

瀬
梨

横
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銀
月

上
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な
ず
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西
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栞

上
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快
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船
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蓮
恩

山
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杏
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中
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心

宮
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大
知

田
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隼
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中
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天
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ゆ
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ぜ

き
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う
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ひ
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た
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ぎ
ん 

が

 

し
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か
い 

と

 

れ 

お
ん
 

 

あ
ん 

な

し
ん

 

だ
い 

ち

 

は
や 

と
 

 

あ
ま 

ね
 

拓
弥

大
伍

拓
輔

幸
夫

海大
輔

雄
太

浩
二

健
次

悟
史

壮
司

弘
一

真
吾

星幸
輝

隆直
己

幸
夫

（
平
成
24
・
１
・
６
〜
平
成
24
・
２
・
５
届
分
）
（
平
成
24
・
１
・
６
〜
平
成
24
・
２
・
５
届
分
）

ご
冥
福
を

　

お
祈
り
し
ま
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大

橋

通

中
村
小
姓
町

中
村
本
町

中
村
本
町

中
村
京
町

不

破

安

並

安

並

秋

田

古

津

賀

具

同

具

同

渡

川

渡

川
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川
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川

森

沢

国

見

有

岡

横

瀬

間

崎

鍋

島

下

田

田
野
川
甲

敷

地

久

保

川

田
出
ノ
川

住

次

郎

古

尾

西
土
佐
奥
屋
内

西
土
佐
橘

西
土
佐
津
野
川

西
土
佐
江
川
﨑

西
土
佐
江
川
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中
村
大
橋
通

右

山

中
村
丸
の
内
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津

賀

古

津

賀
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津

賀

古

津

賀

古

津

賀

入

田

具

同

具

同

具

同

渡

川

赤

松

町

荒

川

実

崎

井

沢

西
土
佐
江
川

白
木
 

春
惠

戸
田
 

和
男

夕
部
 

一
彦

三
浦
 

美
代
子

武
田
 

美
代
子

辻
 

伸
吾

竹
本
 

惠
美
尾

山
﨑
 

康
雄

安
田
 

貞
尾

今
倉
 

稔

小
島
 

芳
惠

吉
崎
 

正
一

武
内
 

鶴
雄

岡
村
 

芳
一

吉
良
 

米
吉

澤
良
木
 

稔
展

夕
部
 

梅
尾

川
東
 

利
充

佐
田
 

寅
夫

山
本
 

一
郎

中
島
 

梅
尾

市
川
 

輝
枝

住
　

所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　

所

享 

年

氏
　
　

  

名
 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」、「
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載

に
つ
い
て
は
、ご
家
族
の
希
望
を
聞
い
て

掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

　
　

（
本
庁
）市
民
課

（
３
４
）１
１
１
３

　
　
　

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

堀
川
 

茂

柿
内
 

秀
男

山
﨑
 

壽
惠
子

　

西
 

保

岩
瀬
 

常
尾

森
本
 

勉

中
屋
 

忠

酒
井
 

一

西
岡
 

美
代
子

岡
村
 

俊
明

河
野
 

昌
弘

柴
 

利
男

す
す
む

う
ら

け
い  

い

く
だ  

ら

わ
　

 

に
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豚座建設㈱

㈲平野水道

溝渕設備

森下住宅器機

土居水道工事店

中村水道工事センター

㈱中村住設

㈲大杉設備工業

㈲福永工業

㈲カキタニ設備
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1

7

3

4

月

月

中村病院

市民病院

吉井病院

中村クリニック

市民病院

さくらクリニック

市民病院

）

）

）

）
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）
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☎（ 3 5 ）2 5 5 5

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎(３４)６０３１

☎(３５)２３１６

☎(３４)３７３４

☎(３４)４８５５

☎(３２)１０９５

☎(３５)４３２３

☎(３４)３６２１

☎(３４)２３２４

☎(３５)５９９６

☎(３３)０６６０

人（
人（
人（
戸（

－  6
－ 11
+   5
   +   3

）
）
）
）

36,078
17,028
19,050
16,308

人
人
人
人

72
49
18
47

1

3
平成24年

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

3 （232冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

介護と裁判

幸せになる百通りの方法

粛清

地球全史

パパの危機管理ハンドブック

美術を巡る旅ガイド

魔法飛行

ロバートキャンベルの小説家神髄

横田　一

荻原　浩

ソフィ・オクサネン

白尾　元理

安藤　哲也

野崎　武夫（訳）

川上　未映子

ロバート・キャンベル

おべんとう

きみの町にコウノトリがやってくる

しょうがっこうへいこう

スイスイスイーツ

とっておきの　はいく

やまねこのおはなし

ゆうれいのまち

わたしがおとなになったら

小西　英子

キム　ファン

田中　六大

さいとう　しのぶ

村上　しいこ

きくち　ちき

大畑　いくの

辰巳　渚

★ 

雑
誌 

い
ろ
い
ろ 

約
１
３
０
タ
イ
ト
ル 

★

　

図
書
館
で
は
、み
な
さ
ん
の
仕
事
や
趣
味
、健
康
、時
事
情
報
な
ど
は
ば

広
く
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

約
１
３
０
種
類
の
雑
誌
を
購
入
し
て
い
ま
す
。ほ
ん
の
一
例
で
す
が
…

　
　
　

一
人
５
冊
ま
で
、１
週
間
の
貸
出
が
で
き
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

３
月
12
日（
月
）定
　

休
　

日
　

3
月
30
日（
金
）館
内
整
理
日

　
　

19
日（
月
）定
　

休
　

日
　

　
　

20
日（
火
）春

分

の

日
　

4
月
2
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

26
日（
月
）定
　

休
　

日
　
　
　

9
日（
月
）定
　

休
　

日

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
March

　

今
回
初
め
て
本
市

で
開
催
さ
れ
た「
は
た

の
お
と
」（
14
頁
）
。
い

ろ
い
ろ
な
発
表
が
あ

り
ま
し
た
が
、そ
の
ど

れ
も
が
人
と
人
と
の

出
会
い
、つ
な
が
り
が

大
事
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
根
底
に
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表

の
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
そ
ち
ら
も

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
誉
也
）

広報

広報

「広報四万十」4月号は4月4日(水)発送予定です「広報四万十」4月号は4月4日(水)発送予定です「広報四万十」4月号は4月4日(水)発送予定です

今月の統計調査
3月
調　査　名 実施状況調　査　該　当　地　区

市内全域 実施中

実施中

実施中

実施中

実施中

準備調査中

経済センサス
－活動調査【市主管】

家計調査【県主管】
右山元町2～3丁目、駅前町、
一条通3～5丁目

家計消費状況調査
不明
※国主管の調査のため該当地区の
　詳細は不明です

個人企業経済調査
【県主管】

中村東町、中村於東町、中村新町、
中村一条通、中村大橋通

労働力調査【県主管】
中村東町1丁目

三ツ又

調査員は顔写真つきの調査員証を携帯しています。
調査員が訪問した際にはご確認ください。

【経済センサスについての問い合わせ先】
（本　　庁）企画広報課　☎（34）6128
（総合支所）地域企画課　☎（52）1111

【その他県主管の調査についての問い合わせ先】
（県）総務部 統計課　☎ 088（823）9344

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。

水道の使用を開始・中止するときは…
引越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を
変更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】
（本　　庁)水　道　課　☎（34)1711
（総合支所)産業建設課　☎（52)1111
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